
ヴィルヘルム・フルトヴェングラー

オリジナルス・コレクション



COMPACT DISC 1 (UCCG-9363) 

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン
Ludwig Van Bcc1hovcn (1770-1827) 

交評曲 第5番ハ短調作品67《運命》
Symphonie No.5 c-111011 op.67 

田策1楽蹂： Allegro con brio [8:04 J 

国第2楽坪： Andante con moto [ 11: I I] 

国第3楽翔 ：Allegro [5:50] 

国 第4楽翔： A I lcgro [8:05] 

団《エグモント》作品84序illJ [8:s9J 
≫Egmont≪op.84 Ouverture 

（ゲーテの悲 l~IJ 「エグモン ト 」 のための音楽から）
aus dcr Mus,k zu J. IV. von Goclhcs Traucrsp;cl 
Sostenulo ma non troppo -Allegro 

国大フーガ 変口長調作品133(弦楽合奏版） [19:10] 
Grol3e Fuge B-dur op.133 (Orchesterfassung) 
Overturn. Allegro -Fuga. Allegro -Meno mosso e modera10 -Allegro molto econ brio 

ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団
Berliner Philharinoniker 

指揮：ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwangler 

録惰 ：19,17年5Jl271Iペルリン、ティタニア・パラスト(IIIDDR放送），Jのテープによる）［作品67、84]
1952年2JJIOIIペルリン、テイタニア・ パラスト(1'1111ペルリン放送のテープによる）［作品133]

〈ライヴ・レコーディング〉

COMPACT DISC 2 (UCCG-9364) 

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン
Ludwig Van Beethoven 

交評Ill!第7番イ長調作品92
Symphonie No.7 A-dur op.92 

田第1楽慈 ：Poco sostcnuto -Vivace 

回第2楽蹂： Allegrcllo 

固 第3楽釘1:Presto -Assai mcno prcslo 

回第4楽:'i.;1: A llcgro con brio 

交評1ll1第8番へ長調作品93
Symphonic No.8 F-dur op.93 

｀ 
回第1楽-r;1:Allegro vivace econ brio 

固 第2楽卒： Allegrello sche,,anclo 

団 第3楽1;1:Tempo di Mcnuello 

固第4楽邸： Allegro vivace 

ベルリ ン • フィルハーモニー管弦楽団
Berliner Philharmonike1 

指揮 ：ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiingler 

録惰： 1953年,IJIJ4IIペルリン、ティタニア ・パラスト(1"1111ペルリン放送のテープによる）

（ライヴ・レコーディング〉

[13:26] 

[10:47] 

[8:39] 

[7: 17] 

[8:07] 

[4:35] 

[5:37] 

[7:51] 



COMPACT DISC 3 (UCCG-9365) 

フランツ・シューベルト
Franz Schubcn (1797-1828) 

交牌曲 第8番口短調 D.759〈未完成〉
Symphonic No.8 h-111011 D.759≫Unvollendetc≪ 

田第l楽邸：Allegro modcrato 

回 弟2楽芹1: Anclantc con 111010 

固《ロザムンデ》）釘Iii(劇音楽《腐法の竪琴》D.644から転用）
≫Rosamundc≪ -Ouvcrt(ire (zu≫Die Zauberharfe≪ D.644) 
Andante -Allegro vivace 

ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル
Georg Friedrich l-liindel (1685-1759) 

合奏協奏1111二長調作品6の5
Concerto grosso D-dur op.6 No.5 

国 第1楽窄： (Adagio -Allegro) 

国 第2楽な：Presto 

固 第3楽沼：Largo 

団 第4楽窄 ：Mcnuct 

困 第5楽，・；1: Allegro 

ベルリン・フィルハーモニー箭弦楽I寸l
Berliner Philharmonikcr 

指揮 ：ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Fu11wanglcr 

緑;',・:l!J5l年2JJIOIIペルリン、ティタニア・パラスト(fllllペルリン放送のテープによる）[.P.759) 
1953年!JJl151 l[D.6'1'1)、1!)54年4)12711[ヘンデル］ペルリン、ティタニア ・パラスト
（ペルリンRIAS放送），Jのテープによる）

〈ライヴ・レコーディング〉

(12:01] 

(12:09] 

[10:51] 

(4:46] 

[2: 151 

[3:48] 

[3:46] 

[3:21) 

COMPACT DISC 4 (UCCG-9366) 

ロベルト・シューマン
Robert Schumann (1810-1856) 

交評rill第4番二短調作品120
Symphonie No.4 d-111011 op. 120 

[I]第1楽1誼：Zicmlich langsam -Lcbhaft - . [ 11 :52] 

団 第2楽平：Romanzc. Zicmlich langsam - [5:21] 

国 節3楽1;1:Scherzo. Lcbhaft -Trio - [5:56] 

国 第4楽翔：Langsam -Lcbhaft [7:50] 

田《マンフレッド〉序1111作品115 (13:15] 
≫Man「red≪-Ouvcrti.ire op. I 15 

ベルリン・フィルハーモニー竹弦楽団
Berliner Philhannonikcr 

指揮：ヴィルヘルム ・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiinglcr 

録汗： 1953年5)]1,111ペルリン、イエス・キリスト教会［作品IW]
1949年ll)J1811ベルリン、テ.,タニア ・パラスト（ベルリンRIAS放送J,Jのテープによる）［作品115]

〈ライヴ・レコーデイング［作品115]〉



COMPACT DISC 5 (UCCG-9367) 

リヒャルト・ワーグナー
Richard Wagner (18 I 3-1883) 

楽劇〈ニュルンベルクのマイスタージンガー》
≫Die Meistersinger von Niirnberg≪ 

田第1硲への1i1i奏1111
Vo,sp;cl zum I. Aufzug 

COMPACT DISC 6 (UCCG-9368) 

楽悶lj《トリスタンとイゾルデ》
≫Tristan und Isolde≪ 

田第1硲への前奏1111
Vorsp;c1 211m I. Aurzug 

回 イゾルデの愛の夕じ
lsolclcsし;,bcstod

[9:27] 

(11:00] 

[6:47] 

舞台神塑祭典削《パルジファル》
≫Parsifal≪ 

咆金ll/1ll」 の奇 ~J°t
Karfrcitagsw11bcr 

[10:53] 

楽11lU〈神々の淡昏》
≫Gotterdammerung≪ 

国葬送行進1111
Trnucnnarsch 

[9:31 J 

ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団
Berliner Philharmoniker 

指揮：ヴィルヘルム • フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiingler 

録芹 19,19年12)119ll[IJJ回］、195'1年4)]2711[田回］ペルリン、ティタニア・バラスト
（ペルリンRIAS放送/,Jのテープによる）
1951年4月25rtアレクサンドリア（カイロ放送/,Jのテープによる）［回］

〈ライヴ・レコーデイング〉

ヨハネス ・プラームス
Johannes Brahms (1833-1897) 

交評1111第1番ハ短調作品68
Symphonic No. I c-rnoll op.68 

□ 第1楽，・；1: Un poco sostenuro -Allegro 
回 第2楽，・；1: Andante sostcnuto 

回第3楽咽：U n poco allegretto e graz,oso 

印 第4楽i;1:Adagio -Piu andante -Allegro non troppo ma con brio 

クリストフ・ヴィリパルト ・グルック
Christoph Willibald Gluck (I 714-1787) 

囚歌削《アルチェステ》｝釘Iii
≫Alccslc≪ Ouvcrllire 

ベルリン・フィルハーモニー竹弦楽1寸l
Berliner Philhannonikcr 

指揮：ヴィルヘルム ・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiinglcr 

録(¥-:1952年2)11011ベルリン、ティタニア・パラスト(1'1111ペルリン放送のテープによる） ［プラームス］
1!)51年9)1511ペルリン、シラー劇場（ペルリンRIAS放送/,Jのテープによる）［グルック］

〈ライヴ・レコーディング〉

[14:44] 

[ I 0:41] 

[5:22] 

(17:06] 

[8:50] 
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COMPACT DISC 7 {_lJ_CCG-93692 COMPACT DISC 8 (UCCG-93702 

ヨハネス・プラームス
Johannes Brahms 

交評,u,第3番へ長調作品90
Symphonic No.3 F-dur op.90 

III第1楽邸： Allegro con brio 

回第2楽窪： Andante 

回 第3楽翔： Poco allegrello 

回第4楽卒 ：Allegro 

囚ハイドンの1こ題による変奏1111作品56a
Variationen Liber cin Thema von Joseph Haydn op.56a 

ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団
Berliner Philharmoniker 

指揮： ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiingler 

録]';-:1954年,IJJ27II[作品HO]、1950年6Jl20l1[作品56a]ペルリン、ティタニア・パラスト
（ペルリンlllAS放送/,Jのテープによる）

〈ライヴ・レコーディング〉

[10:51] 

[9:57] 

[6:41] 

[9:39] 

[20 23] 

アン ト ン • プルックナー
Anion Brnckncr (1824-1896) 

交牌1lt1第4番変ホ長調〈ロマンティック》
Symphonie No.4 Es-dur≫Romantische≪ 

レーヴェ改訂版
Ed.: Ferdinand Lowe 

田第1楽窪：Bcwcgt, nicht zu schncll 

団筍2楽卒：Andante quas, allegretto 

国第3楽邸：Scherzo. Bewcgt -Trio. Nicht zu schncll. Kcincsfalls 
sch lcppend -Scherzo 

国 第4楽咽 ：Finale. Bcwcgt, doch nicht zu schncll 

ウィーン・フィルハーモニー1守弦楽団
Wiener Philhannoniker 

指揮： ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiinglcr 

録(¥・:1951年10)]2211シュトゥットガルH11iドイツ放送），Jのテープによる）

〈ライヴ・レコーディング〉

[17:51] 

[18: 18] 

[10:35] 

[19:29] 
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COMPACTDISC9 {UCCG-9371} 

アントン・プルックナー
Anton Bruckner 

交評JlJJ第7番ホ長調
Symphonic No.7 E-dur 

シャルク改，ーn版
Ed.: Franz Schalk 

印第1楽立 Allegromodcrato 

国第2楽慈： Adagio. Sehr feicrlich uncl schr langsam 

回第3楽1(,::Scherzo. Sehr schncll 

回 第4楽卒： Finale. Bcwcgt, doch nicht schncll 

ベルリン・フィルハーモニー符弦楽団
Berliner Philharmoniker 

指揮：ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conducted by Wilhelm Furtwiingler 

加 ':1951年,1JJ2:i11カイロ（カイロ放送），Jのテープによる）
〈ライヴ・レコーディング〉

10 

[19:06] 

[22:03] 

[9:42] 

(11:38] 

COMPACT DISC 10 (UCCG-9372) 

リヒャルト・シュトラウス
Richard Strauss (1864-1949) 

111交評詩〈ドン・ファン》作品20
Don Juan op.20 

ニコラウス・レーナウによる
Tondichtung noch Nikolaus Lcnou 

m変容（メタモルフォーゼン）
Metamorphosen 

23の独奏弦楽器のための習作
Studic fur 23 Solostrcichcr 

パウル・ヒンデミット
Paul Hindemith (1895-1963) 

ウェーバーのホ題による交押的変容
Symphonische Mctamorphosen nach Thcmcn von Carl Maria von Weber 

国第1楽，・；1: Allegro 

国 節2楽沼： Moderalo (Turandol: Schcr,o) 

且］ 第3楽,・;1:Andantmo 

固第4楽，・江：Marsch 

ベルリン・フィルハーモニー符弦楽団
Berliner Philhannoniker 

指揮： ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
Conduclcd by Wilhelm Furtwiinglcr 

[18:26] 

[22:57] 

[4:16] 

[7:54] 

f4:56] 

[5:4 I] 

録汗： 19,17年9)]1611ベルリン、ゲマインデハウス(1'1111ペルリン放送のテープによる）［ドン・ファン、父特的変容］
1947年l0)]2711ペルリン、テイタニア・パラスI・(1'1111ペルリン放送のテープによる）［変脊］

〈ライヴ・レコーデイング〉

II 



フルトヴェングラーを追悼して

ヴィルヘルム ・フルトヴェングラーという

名を耳にすると、我々はすぐに、 1りびたIllフ

ィルハーモニー ・ホールでの光娯が．思い浮か

ぷ。聴衆の熱烈な打'1Tに迎え られて登場し、

令’妙なほど裕ちA咋きのない）止収り でさっさと

指揮台に_I・,っていく此身のリ）の姿。 , .. _'}'-・身を

軽く前）jに1111げて、歩きながら出だしの介'"'

を出そうとするがのように、いつもイiTを1iif

に多少仲ばしていた。オケの前の「指定Iii'.'」

についた彼は、嗚り 11・.まないJ,1手をtiりに、 い

ったん振り I・.げたf-を ,.. 7: っして後ろをJi,Jいて
軽 く会釈をするとき、いつもどこかイ濯機嫌な、

諦めたような表情をしているのが1,11i,nりだっ

た。舞台に）とを跨み人れたその瞬}/¥)から、指

揮を始めるのが行ちきれない様 fで、だから

演炎を1)1)始する直前の「i¥l¥jj,iのためのJI¥)」は

なかったが、 iり（炎家たちは彼と視線を父わし

たとたんにfゃ好を｝又l})'(tりに動かして行を,,,
み出すのだった。（何と説明 したらいいのか）

IIには見えないが，ill,にも感じられる似動が、

あのイi名な謀えるようなタク トの動きから令

且に伝わった。彼のタクトの動きを'lj'.兵に撤

ったら、いく つも枝分かれしていく稲兵のよ

うに’ iヽっただろう 。オケがフォルティ ッシモ

で始まって、そのままlJ:いブレーズが紐く場

合も （例えば（炎雄〉の¥/頭部分）、 拍節指

ぷもなくそのJJ);で1'¥・が倅11・.しているように、

ピアニッシモで弦の l、レモロが続く場合でも

12 

（例えばプルックナーのJ,,:後の 3つの父押1111

の＼ ／頭部分）フル トヴェングラー独特の加え

るようなタク トの動きは変わらなかった。ii.ii

炎を始めると 背楽に対する感動が、 i'I然に・,J,l

えという 現象になって現れるだけだった。だ

が、彼は実加こ「訓炎」をしていたといえる

のだろうか？浙炎をする (musizicrcn)と

いう J.VJlは、いわば(¥楽と説しく戯れるとい

う，iぷ味合いが込められており 、(¥楽を炎でる

ことを「,;,jlく (spiclcn)=演炎する、逝ぷ」
というのも、 そこに由米している。 しかし、

フル トヴェングラ ーは決して粁楽と「親しく

戯れる」ことはなく 、彼の指揮に 「j舷ぴ」 の

淡索は切なかった。 音楽に対する接し）jは

どこか神秘的で、何かを1引えているかのよ う

で、まるで1延法使いか司祭のよ うなイ1:・Jrぷ り

だった。音楽と親しんだり 戯れたりするには｀

その秘密を解く「鍵」は必要ない だが、フ

ル トヴェングラーの指揮棒は、 ちょうどファ

ウス トが反の/:J:たちのもとへ外火していくと

きに Fにする鍵のようだっ た。メフィス トは

/:J: たらの1磁術の儀式にファウス トを連れてい

きながら「).凶踏みをしながら沈んでいけ、そ

して）i踏みをしながら）べってこい」と 叫ぷ。

フル トヴェングラーも指揮をしながら、 いつ

も）Lを ドスン ドスン1貼らしていたが、それは

オケを「駆りヽi:てる」 ための人袈裟な ジェス

チ.,.ーではなく、,・::;拗していく気持ちが_1111,.CT: 

識にそうさせているだけだった。

フル トヴェングラーのテクニックとは？

それは決して特別器）IJなものではなく、 何 ら

かのア カデミックな教えにそった ものでもな

く、見たIIにも必しい動きではなかった。ペ

ルリン ・フィルハーモニーやウィーン ・フィ

ルハーモニーのようには彼の指揮に忙tれてい

ないオーケス トラは、 彼の指揮を理解するの

に四的八的し、 トスカニーニや「手厳しい」

ことで名邸いイ ギリスの 音楽評論家が酷，沖し

ていたことはよく 知られている。1,;j時代の他

のf,',し大な指揮行とは沢なり、フ ルト ヴェング

ラーの枠の動きは、 反才的な感性、，:・:;まる感

情、 h'I熱、陶酢の現れだったのである。指揮

台に I・.がるとl.!11、イ ンスピ レーションが油い

てきたが、そこで分析的な意，ぷ表現を始める

わけではなかった。彼がオケに刑性で行楽を

,；兒くのは、あくまでも ＇）ハーサルのときだけ

だった。 その イ l : • Jr.ぶ りは索u,'Iらしく職人的で
クII性に満ち、綿密な名察に），しづいて出される

指ぷは、細かいディテールをひとつずつ、令

ィ本的な構l火lの中で検討してい くものだった。

ドイツ ,F.統派のカペルマイス ター的なリハー
サルと必遊糾名•の l!j/ !)!揮i(炎を、也わせる.,反の本

番は、ま ったく w質なものだった。彼はかつ
て、 l!j/!J'llの必 しさは「l!jJ典が‘必成していく過

程に」ピークを迎える、つまり、 リハーサル

中、細か<IりI(,休した作品をもとの形にlべして
いく作菜が必しいのだ、と ，梢っていた。もっ

とも、これは行を創り I;げていく段階で、作

13 

品をいかにパラパラにしようと、全体（象を把

批 していないとできないことだが、フル トヴ

ェングラーには、II指すべき作品の全体像を、

まるで予げ者のようにイメージする才能があ

った。それは、 プルックナーのよう に巨大な

作，品でも「節 9」のアダージョ のような神秘

的な作品でも1,;Jじで、 ,1,1,iのある解釈の中で細

かいデイテールを兄逃さず、全休を構築して

いった。そして彼は、夜の本番を迎えると 、

この予，i者のよう な）Jを「9限き」にしていく
のだった。本番のときのii.IiのII沢には、 何か燃

え I・.がる炎のようなものが映っていた。また

彼の視線が特定の楽器群に向けられたとき 、

それはただの技術的な指ぷではなく 、これか

繹 1かれるパッセージが「作品の全体（奴」の

中でどのような .•::i:味合いをもつのかを 瞬：11IJ 

的にiii(炎家たちに伝えていたのだった。

物 • J f.に笛1ii1をつけて構築していく 彼のオ能

は、汗名な杓，＇げ： れだった父ア ドルフ ・フル

トヴェングラー讃 りの才能だったのだろう 。

アイーナ島 （ギリシャ）の占代辿跡の発掘）弘

楊を慇，を11する父の姿を見てffったフ ルトヴェ
ングラーに多人な訊多9限を 'J-えたのが、 r供の
頃受けた炎オ教 i,だった。それはゲーテの息
丸！の流れをくむ、 ドイツJ'll想 J;義と人追 1こ義

にもとづいたもので、父ア ドルフのリ）ll-で、
のちにハイデルペルクX学杉，,,・学科の教授と

なったルー トヴィヒ ・クルティ ウスがフ ルト

ヴェングラー少年の教介係を務めた。/:):はカ



ールスルーエの学校の校貶の娘だったが、フ めた人はいないだろう。...:.元nりなものの現象 ン州立芸術アカデミーで行う予定だった「秤 ー トーヴェン との共通性を探っていた。だが、

ル トヴェングラーの両戦は、音楽をはじめあ としての悲劇が、すべてのf,',¥大な音楽の中枢 楽家と 1徳衆」と題した !,Yii~i の原稿に、「芸術 非一．元(1りな性格の持ちtで、ソナタ形式で対
りとあらゆる人文科学系の勉強に示される息 に内在する、というのが彼の確信だった。ニ が11,まれるには、芸術家が対~l と 戦い、泌 1/梃 立する複数の1こ・題をなくす代わりに、ひとつ

チのJI,凡な才能に注IIし、そのオ能を仲ばす 元(1りな）Jのパランスを））；tlll」とするソナタ形式 することが不11]欠である」と杓いている。実 の I沿iそのものを発））とさせていく方向に進ん

には将迎 の学校に辿わせないで、 個人教授を の秘密を、彼ほと＇徹底して探ろうとした指拙 現しなかったこの溝油の)J孔稿には、「芸術は でいったハイドンだけは、特別だった。ハイ

つけたほうが良いと考えたのである。こうし 者はいなかったし、この力が最科の緊迫 した 11, きた人間の社会を対象にしたものでなけれ ドンの作品には（交押1111第88番 l、長潤のメヌ

た両親のおかげで、彼の才能はI紅 ：jの巧i桜で 1関係に達するのはJEIJH部においてだった。ペ ば、イ(在の意味も、 II的もない」と、これも エッ ト楽・,;1ラルゴとト リオのように） 明らか
行まれたが、その反1fli、m,りなくエゴイステ ー トーヴェン、プラームスと 1,1)じように、チ また、まるでペー トーヴェ ンのような行栄が に、以11的に盛り Lがる部分があるが、それで

ィックな一種独特の個性が牙生えてしま った ャイコフスキーのただ感傷的なパ トスにすぎ ,'i'き残されている。 もハイ ドンは古典派の作1111家の中で、 llfl:-・、

']1-実も否めない。晩年のフル トヴェングラー ないパッセージにも、悲1≫1)的でi'i'l熱(1りな深み 悲劇的な巡命に生きる人間に課せられた戦 フル トヴェン グラーが）Jのパランスを1111令体

の指揮には、索Iii','らしいながらもどこか,j,11f のある押きを 'j.えていた。ヴィル トウオーソ いとtli/iiのII が々、 社会に認められることで の流れに任せた作1111家だった。

解な、彼だから許される解釈が1徳かれたのも、 nりで艶やかな脊楽に対するセンスがなかった 報われる。・/j¥・11頃から、「芸術家の巡命とは フル トヴェングラーがどれほどの頻度で、

こうした教脊の影押ではないだろうか。フル わけではないが、チャイコフスキーの擾災な こうしたもの」と屈っていたフル l、ヴェング どの作llll#cを指揮 してさたかをみてみたい。

トヴェングラー独特の主観性の、プラス1面と 哀愁（例えば、交響1111第 5番のワルツ風スケ ラー l'I身も、やい巡命を何度も経験して きた 1911年から 1940年まで、 つま りリューペック

マイナス而の両方が浮き彫りになったザルッ ルツォ）に他の指抑者がサロン風の軽やかな ひとりだった。作llll#cとしての心の必1/梃を、 から、マンハイム、ライプツィヒ、そしてペ

プルク祝祭大慮I)楊での〈ドン ・ジョヴァンニ〉 香りを感じたのに対して、彼は製咎多を感じ、 指Jili行としての外(Iり炭索との必1/袋を感じてい ルリン、ウィーンにいたる Ill:紀(1りな名）行をJi,lj:

の公油が思い出される。多少極端な言い方を ワルツもまるで悲1≫1)のヴェールをかぶせたよ た彼は、悲以IJ(Iりな性格の持ち 1てだった。彼の するようになるまでの約30年 間 の統 ~Iであ

すれば、 彼の 〈ドン ・ジョヴァンニ）はモー うに押いた。また、お気に人りの作品だった 拗介、ソナタ形式で1'1'かれた楽，・;・1で））tllil部の る。まずベー トーヴェンが10451111で、 JI:例(Iり

ツァル トの 〈ドン・ジョヴァンニ〉ではなく、 R. シュ トラウスの（ティ ル ・オイレンシュビ のちにl'JJJJ.部に戻ると き、それは経過部でも、 に多い。続いてプラームスが5191111、そして

彼の指揮によるペー トーヴェン風の 〈ドン ・ ーゲルの愉快ないたずら〉のユーモアも、い それぞれが対 如．する））ilJil部の力の曲和でもな ぐっと少なくなってハイドンが2001111、モー

ジョヴァンニ〉だった。また、彼が指揮する たずら男の悪ふざけとしてではなく、 }'~ 1»1)(1り く、 Jl' 'ii \•に劇J(!りな周辺部にすべての災索を束 ツァル トが1731111になっている。だが、彼力

モーツァ ル トの後期の交押1111 (例えば疫ホ長 に表視された的悩として、 世の中を見通すカ ねて、 M沌としたところへ i'.題が-'(~楊 して解 このJUIIIりもっと も頻繁に指揮 した作品 は、

濶交押IIIIK.543) にペー トーヴェンの彩がり＇． をもつがゆえに、 視野の狭いIU:11りで孤独にさ 決策をもたらす、というものだった。父'I'!りIll 「悲胤11(1りで川！想 l汲 (1りな交罰Ill」の代名詞で

くもちらついて兄えるのは、私だけだろう らされる風刺家の気まぐれとして解釈してい を指揮することがも っと も多かった彼が、大 あるペー トーヴェンの第 5番だった。ロマ ン

か ？る。 きな発I1いをみせた背楽様式を、ペー トーヴェ 派の作1111家に関してこのようなデータはない

ペー トーヴェンはフ ルト ヴェングラーのrt フル トヴェングラーにと って、世の中の出 ン、プラームス、プルックナーで完粘したも が、彼の仰大なる悲,11:(1りなIll:界観がこの時代

楽世界の中心にあり、悲Jjl)(Jりな人生観がふた 来事を悲劇的にとらえていくことが、すべて のとしてとらえ、泌足 していたのは明らかだ の作品にも巧みに投彩されたことは「iうまで
りを結ぴつけていた。今Ill:紀の指抑者の中で、 の芸術的利）辿の前提だった。」95,1年11月3011 った。また、すでにふれたように、モーツァ もない。シューペルトの父押1111ハ長瀾やシュ

彼のように「悲胤I)」を創造の））孔動｝）として栄 に亡くなる Jl'(1if/、彼はミュンヘンのバイエル ル トの交押1111を指揮するとき は、無訟識にペ ーマンの作，',,',120を彼ほど,11:};.に、「デイオニ
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ユ‘ノス的」な核をとらえて、 リズムの発する

エネルギーを胤11/1りに感じ）収り、押きの中に緊

りJi感を見II¥した指揮者はいない。ところで、

フルトヴェングラーは、 l"I時代の背楽に対し

てどのような辺））jをとっていたのだろうか？

20歳ほど年配だったシュトラウスとプフィッ

ツナーは、彼のがI'-時代に括蹄した当時の現

代作1111*だったが、1,;Jじようなドイツ 古典派

とロマン派の伝統の中でffったという共通.'.'!:

があった。ひと ,'','ijijの教介を受けたフル トヴ

ェングラーは、彼らと 1,;Jじ時代を生き、 Hじ

籾神をJし：川 していたため、 作品も難なく f'IU1H

することができた。だが彼と 同年代の竹1111家

や、多くても IOI,炉I'・配、ないし年少の作illぽ

で、シュ トラウスやプフィッツナーによって

まだ守られていた伝統からIllぴII¥し、いわゆ

る狭い．な味での「現代(¥・楽」への近を切り IJil

いた人たちに対してはどうだったのだろう

か？フル トヴェングラーは、アルノル ト・

シェーンペルク、 ペラ ・パルトーク、イーゴ

ル ・ス トラヴィンスキー、パウル ・ヒ ンデミ

ッ トという「現代(¥楽の 古典的な作1111家」

（彼はこのよ視を極端に鎌っていた）と呼ば

れる 4人に会い、彼らの作品を指揮 している

が、好き鎌いがあったのは明らかである。

この..:,,:をより詳しく検，！寸していくと 、ペー

トーヴェンとプラームスの名1iiiにiii:ぴ突き ''I

たる。なぜなら、 1910年から1930年にかけて

:-r楽のIll:界 で起きた，'(,:命の旗手たちは、ス ト
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ラヴィンスキーを除いて全は、シェーンペル ングラーの指揮するベル リン ・フィ ルハーモ

クのように彼らを出発点としたり、パル トー ニーの演炎で、ドイツで初油されている。パ

クがペー トーヴェンに、またヒンデミッ トが ルトークのこの名作の＼｛頭でJUもかれるフーガ

プラームスに行き沿いたように、彼 らを 成!~ には、ペー トーヴェンの（人フーガ〉変口長

課程の到達地．点にしていた。こうした精神的 ，J,¥J作品133(弦楽合炎版）に相通 じる、、いを

類似性に気づいたフル トヴェングラーは、ぺ 飲むような緊迫感が感じ られる。また、彼が

ートーヴェンやプラームスを辿 じてシェーン ゾ）気をもって"'I時、ナチスの無教必な人たち

ペルク、パル トーク、そしてヒンデミットの にポイコッ トされていたヒンデミッ トを、 指

音楽に接していった。例えば、それまで小紺 fol(?,・ としてのみならず、ときにはベンをと っ

成のアンサンプル）llの作品にしか使っていな て囮殴したことはイf名な，訴である。193,1年JI

かった 1--.音技法を、大編成のオーケストラ 月2511に 「ドイツ ・アルゲマイネ』新l;flに掲

JIiiに）IIいたシェーンベルク最初の作，',,',〈符弦 ＇載された「ヒンデミット ・Jr.件」と凶されたフ
楽のための変如Iii)作品31を、1928年12月に ル トヴェングラーの文咋は、気品に溢れ、人

ペル リン・フィルハーモニーを指揮して初iiil JIii不敵な彼の性格をよくあらわしている。彼

したのは、フル トヴェングラーだった。もっ にとって、ヒ ンデミットはj,,,.k.なドイツ音楽
とも、彼はのちになって、このシェーンペル の伝統を維/[(し ていく、 i「\~な作1ll1*のひと

クの技法と距離をIi','.くようになっていく 。夕t りだったのである。フル トヴェン グラーにと

後初めて出版された「；・;楽家と 1徳衆について」 って、「現代(Iり」とい う表J北は糾領にlJIJした
噌

という俎の，：,'1/iiii会の）J几秘にこのことが詳しく 慨念ではなく、その時代の創造性の新しい形

.':• いてある。なぜか？という 1//Jいへの答えは、 であり、多くの時代を経てきたある流れを瞬

とりあえずこの追仰文では出さないことにす 1/IJ(t<Jにとら えたものだった。〈火の島〉を50

る。ここで；r[災なのは、 'ヽ,時、あまりにも人 J11J以 1-.、〈イドの祭典〉を101111ちか<iii(~ して
JIiiな技法ゆえに1孜述されていたシェーンペル いる彼が、 1,;Jじような流れに介まれ、いかな

クのJi,~史的なこの作品を、；，m,よりも ,,,.< i認め、 ＇ る亥化を迷げようとその流れを内に秘め紐け

その中に19111;紀の父押1ll1への1彫述性、 プラー たス トラヴィンスキーの才能を、あまり評価

ムス (Iりな災索を感じJil(ったという ・Jr・'.火でぁ しなかったのはイ又＇ぶ議である 。 1 9~5年の彼の

る。また、現代打楽を，Mi・る上で避けて辿るこ T，帳には、「時の人ではあるが、木米の人で

とのできないパル トークの （弦楽器、打楽悩 はない」という、ス トラヴィンスキーに対す

とチェ レスタのための 音楽〉も、フル トヴェ る評が，'r-き，記されている。iく生きして、今II
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におけるス トラヴィンスキーの音楽の評価を

知れば、彼はおそ らく、この，―i・Iを自ら訂正し

たに述いない。

晩年、フルトヴェン グラーは「音楽家とし

てIll:界に，訴えかける」という 、本来の義務を

米たせずにきたことを悔やんでいた。そして

, /i辣な｝支11')を込めて、「指揮をすることに追

われたイ滓」ゆえに、作 1111 ~ としてのイI:・Jiが

ト分にできなかった、と，!Ii-っていた。J'iい頃
から作1111をしていた彼の代よ作であるピアノ

協炎1111と21111の父押1111は、ペー トーヴェンか

らプラームス、そしてプルックナーにいたる

までの19111:紀の父罰111のエッ七ンスを集約し

たものである。，11大な構想の中に渦l.!l<rな
と勁揺、そしてそれらを浄める）Jが1,,,時に感
じられるこれらの作，¥,しは、ヴァルター ・リー

ツラーの，戊を伯りれば、「100年の間に父押

1111のIll界で'I:じた様々な変化が、今渡、余

韻となって蘇る、 1,,,人なII寺代の/1,t後の証言の
ようなもの」といえる。フル トヴェングラー

は、「巡命を，!Iiらせる才能」を、最も仰大で

奥の深い、説得}Jのある才能であり、このオ

能のイ/.IJ!l;こそが、 本物の父押1111作1111家と他の

背楽家(J)述いだと名えていた。そして、プラ

ームスの父押1111について，栢っていたように、

「 i •.観(1りな11hlヤI,と客観nりなJ↓依性を結びつけ
るが也議な才能、{lhl人nりな限界のある性質を、
）］民を結ぶより珈・::;な絆と結ぴ付けていく

}J」がl'I分にもfliiわっている、と自負してい



た。

本追悼文で、フル トヴェングラーが「ドイ

ツ ・ロマン派の最後の父押1111作1111家」という

グスタフ ・マーラーにあてがわれた地位に、

,・, 分を据えたかったのかどうかを追及するの

は、 )J);迩いである。 しかし、作品のスタイル

もそうだが、 何かを表現する欲求にかられ、

内なるヴィジョンを）Jずくで呼び比まそうと

する邸ぷ行みは、ふたりに共通する l1~ も大き

な．，ばである。フルト ヴェングラーがこの邸必

行為の中に、創造的なエ トスの主張をみてい

たのは1リjらかであり、彼は（ミケランジェロ

の絵¥1hjのように）、この i砂JJを相手に伝える

ための11壻の必1/i(が読みJI)(れれば，協み収れる

ほど、 作品を，・::;く評価 していた。ある 1-1、親

しい友人に「K:i:ぷの媒）J (Iりな欲求に応えるよ

うにして,,,_み出される (t楽は、 自ずと（波滅/1り

になりはしないか」とi::Jわれた彼は、 一瞬節

いたような沈黙のあと、次のように答えた。

「イ_1:)Jないさ。私は、悲劇を綴る詩人なのだ

から」

（フ ル トヴェングラー,,,_涎75年を，記念して

1961年 IJj 2511にケルン¥Iりドイ ツ放送）、Jで

放送された追悼番糾より ）

K.H. ルッペル

［訳：岡本和子］
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フルトヴェングラーと

ペルリン・フィルハーモニー管弦楽団

1922年、ヴィルヘルム ・フル トヴェングラ

ーの1吐は、 11;;しに次のように記している。

「ヴィ リーがニキシュの後任に選ばれた。こ

れで、彼も考え得る蚊邸の地位に就いたこと

になる」。 .,,時、シュタ ーツカペレからペル

リン ・フィルハーモニー↑砂玄楽1-11の常任指揮

者に転身したフル トヴェングラー l'I身も、こ

う,l/i・っている。「ごイfじのように、私はペル

リンでJ1と初の 2年間、シュターツカペレの音・

楽監腎を務めていたが、ベル リン ・フィルハ

ーモニーを定期(Iりに指揮するようになったの

は、ニキシュの死後、彼の後任に選ばれてか

らだった。歌劇場に付屈 していないオーケス

トラのため、 リハーサルの時間が比較的l'IIii 

にとれること、また、コンサートに適してい

るフィルハーモニー ・ホールが利）IJできるこ

とが、 何よりも魅}J(Iりだった」

フル トヴェングラーはウイーン ・フィルハ

ーモニー竹弦楽1-11とライプツィヒのゲヴァン

トハウス竹弦楽1・11との1渕係 も深かったが、 30

年間彼のもとでiii(炎してきたベルリ ン ・フィ

ルハーモニーは、まさに「フ ルト ヴェングラ

ー ・オーケス トラ」と呼ぶにも っともオIll心し

いだろう。やや機械(1りにもとれる甜IIかい指ぷ

を出す トスカニーニとは対照的だった彼の指

揮は、 (1楽、すなわちオーケス トラを l'I然に

歌わせるのが特徴だった。す(1[-を 1[確に打つ

トスカニーニに対して、フル トヴェングラー

は振 りチのように腕をプラプラさせながら、

揺れ動く音楽の流れを体で4廷視しながら棒を
振 りドろす指揮行だった。その糾；呆、オケの

油俣家はそれぞれ微妙に「人る」瞬IIりがずれ

て、弦楽器で-¥11J'¥・ を •Jl j [ くときのようなフル ト

ヴェ ングラー独特のJ以みのある 「勢い」がそ

こで生まれた。フル トヴェングラーの指揮す

るペルリン ・フィルハーモニーの押きには、

彼にしか出せない菜1次ヤ,,、緊張感があった。

ベル リン ・フィルハーモニー独特の適度に膨

らみのある弦の9界きは、フル トヴェングラー
によるところが人きいといえる。

191U: 紀の行楽のfl)'(釈が索11,'/らしいことでイi

名なフル トヴェングラーだが (1皮が残した

数々の録音・の"'でも っともイi名なのは、おそ

らくシューペル トのハ1-.t,J/,J父押1111とシューマ

ンの二短，U,¥J父押1111ではないだろうか）、この

ような評価はあまりにも ・1f1i(1りで、彼の感性

のごく 部し力表現していない。

古典派的な「様式と 内容」のパランスを/11i

して、 1，子楽を i'I分の感梢流II¥の））；（動））にして

しまい、詩的JWlなど)"j楽 以外の＇災索をふん

だんに収 り人れた訓俣で伐質な作，'11'1を創 りI:

げてしまう浙炎家は「ロマン派的」と呼ばれ

るのが常であんだが、フル トヴェングラー

は「背楽は、そのも っとも煤，＇，・り なIJIJ述性にお

いて、すなわち1111の1J..J1fli的な動きと構造を閥

和させることによって把拙されなければなら
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ない」と,mっている。オーソ ドックスな彼な
らではの［一環である。そして、これは口先だ

けの，i梨ではなく、彼の音楽はまさにこの格

, iどおりのものだった。

フル トヴェングラーはオケを技術而で撤底

的に鍛え I・.げて、行楽(Iり構造のパランスを追

求する指揮/',・ではなく、どちらかといえば、

あまり if(災ではないことを省略して、芸術的

にif，.災に息われるところに1,';I執して、そこか

ら解釈を広げていくタイプだった。ベー トー

ヴェンの第 7番や弟 5番のJ,,:終楽収で、ホル
ンの音料が多少）11)れても特に気にとめなかっ

たのも、そのためである。フル l、ヴェングラ

ーがオケに求めたのは、極IIJ<まで）JをIllしl;IJ

ることだった。）椛史的な，記録といえる第 5番

の知'¥・は、 」947年、フルトヴェングラーが戦

後初めてl'iぴペルリンで指揮をしたときのラ

イヴ録 (•;- で、ま さ に極限状態において収録さ

れたものだといえる。）J強いドラマティ ック

な油炎から、ヽ',11寺のペルリ ンのはりつめた空

気が伝わってくる。（エグモン ト〉序1ll1もこ

のときの浙炎会で収録されたもので、ライヴ

ならではの生き生きとした名訓である。

・）ム スタジオ録汗されたものも（ほとん

どが、索111'1らしい ('j押でイ「名なペルリ ン ・ダ

ー レム地区のイ エス ・キリス ト教会における

もの））J1虹くコ ンパク トな演奏で、ライヴ録

('j・ に劣らないよu,'Iらしい出来になっている。
しかし、フル トヴェングラーは自分の後を糀



いだヘルペル ト・ フォン ・カラヤンとは対照

的なレコーディング娘いで、彼の目には非人

1/IJ(iりな機械世界の代名洞に映ったスタジオの

雰1/ll気を毛嫌いしていた。それでも音楽に対

する彼の梢然には、スタジオの雰1/11気に飲ま

れるどころか、逆に変させる力があった。

屯子音臀！技術には抵抗を示しながらも、 名指

f,Jl者としてレコード史にも名を残したilr糸点で

ある。

ロマン派指揮者という レッテルが偽り であ

ること、 時代迎れだという批刊が逆転して好

邸的に受け人れられたことは、彼が時代を超

越した「占典的」と呼べる、 f:',,大な指揮者で

ある'ff.実を哀付けている。また、現代(¥楽を
あまり収り I・.げないという批判も、ペルリ

ン ・フィルハーモニーとのfl:'Fを見るJIJ↓り、

まった＜‘りてはまらない。

フル トヴェングラーがペルリン・フィルハ

ーモニーを指揮したii.ii炎会を、 1922年からほ

ぼ漏れなく 追っているペーター ・ヴァッカー

ナーゲルの，記録には、極めて個性的なプログ

j,;j作1111家の 〈イドの祭典〉、パルトーク の 〈舞

跨糾1111〉と （弦楽器、打楽器とチェレスタの

ための行楽〉、プロコフィエフ、コダーイ、

オネゲル、プゾーニ、カゼッラ、プラッハー、

ペッビング、そしてもちろんヒンデミッ トも

指揮している。戦時中、ナチス ・ドイツと仲

辿いした原!klが、ヒンデミットの父罰Ill(11lij 

家マティス〉だったことは周知の市実である。

また、フル トヴェングラーが指揮した1932年

のj,;)じ定IU!iii湊会で、 イi名なふたりの作1111家

がソ リス トとしてIll油 しているのが!)1/1未深

い。このIIは、まずプロコフィエフが1・1作の

ビアノ協炎 1111 の初油でピアノを •Jiji き、後 ' I'- に

ii.ii奏されたペルリオーズの交押11!1〈イタ リア

のハロル ド〉ではヒンデミッ トがヴィオラ ・

パー ト を •J iji いている 。

また、フル トヴェングラーの訓炎会は、ラ

ヴェルの 〈スペインM.,待11!1〉をプルックナー

の父押1111第4番と糾み合わせたり、大きな父

臀り111をいきなり ¥{頭にもってくるなど、プロ

グラムが極めて独特だった。火JIiiであるプル

ラムであったことと並んで、彼がm極的に,,, ックナーの第 8番の後に、 ヴラデイーミ ル・

時の規代音楽を指揮していたことが明確に，iじ ホロヴィッツをソ リス トに迎えてプラームス

されている。例えば、ペルリ ン ・フィルハー の変IJ此闊ピアノ 1.61,炎1111が油炎されたり、ヴ

モニーの定期油炎会でシェーンベルクの 〈1守 ィルヘルム ・パックハウスのピアノ独炎でペ

弦楽のための 5つの小品）作，¥,',J6を収り I:げ ー トーヴェンの変ホ此瀾ビアノ 協奏1111が祇炎

たり、 1,;J作1111家の 〈符弦楽のための変炎1111〉 されたこともある。このプラームスのピアノ

作，',,',31を初蔽した他、ス トラヴィンスキーの 協炎 1111 は、 一度ス ト ラヴィンスキーの 〈,(~の

ピアノ協炎1111を作1111家!'I身のピアノで、また 祭典）に続いて祇炎されたこともあった。
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ペル リン・フィ ルハーモニーを指揮した初 リン ・フィルハーモニ一時代にこの作1ll1家を

期の頃のある公油では、プルックナーの第 7 体系iiりに指揮したことはなかった。索lli'/らし

父9般1111、フランクの 〈父,,,,(,り変炎1111〉、リ ス い油炎を聴かせていたにもかかわらず、長怖

トの 〈クじの舞跨〉、そしてワーグナーの （マ の念からペー トーヴェンを ll'ij¥・化 してしまう

ィスタ ージンガー〉Iii/炎1111、というプロを糾 のをはばかっていた、という説も l;flかれるが

んでいる。また、 I.'..:くなるおよそ 3カ）l前の 兵相はわからない。

195,1年 9月に行われたペルリ ン ・フィルハー およそ30年にわたるペルリン時代におい

モニーとの最後の祇炎会では、 ＼！頭に大1111を て、フルトヴェングラーがオール・ ペー トー

指揮するという 、戦後ほとんどやらなくなっ ヴェン ・プロの油炎会を振ったのは、（もち

ていた彼の従米のプログラム ・スタイルに戻 ろん「第 9」と ミサ ・ソレムニスを除いて）

って、プルックナー的な、 l'I作の大1111、父押 わずか151111にすぎない。ペル リン ・フィルハ

1ll1ti'i 2番をベー トーヴェンの弟 1番の前にも ーモニーの定JリJiiii炎会で第 7番を振ったのは

ってさている。 ・131111、第 8番はたった 71111しかない。なお後

iii後に、ベルリン ・フィルハーモニー1窃玄 れのうち I1111は、フルトヴェングラーl'I作の

梨l・JIとフル トヴェングラーの関係の深さを，l,E ビアノ協炎1111との糾み合わせだった。

明するもうひとつの • Jr尖として、 指揮れであ しかし、iiii如 111数を，島．位に押さえていた分、

る以前に作1111家であるという：意識が'till判れか 彼のペー トーヴェンは'ii¥'に新鮮で、緊張感が

った彼が、 l'I作の人1111をすぺてこのオーケス あり、，息を飲むほど及しく、完成されていた。

トラで初浙していることを忘れてはならない。 また、 2 I文J,;)じ沿i炎をすることはなく、フル

ヨアヒム・マッツナー トヴェングラーはJ,;jじ1111を、そのつど新しく

［訳：岡本和子l 'i'. まれ変わらせるための紬判を繰り返した

が、解釈が硬直してしまうほどの練翌/i,1では

フルトヴェングラーのベートーヴェン なかった。彼は、本番中にフッと沸 くインス

シューペル ト、プラームス、あるいはプル ピレーションや3月）II気を大・JT-にする人だっ

ソクナーの名iiii炎を残しながらも、 rr楽フ ァ た。iりi炎を何度も中断させられたり、演奏外

ンにと ってフル トヴェングラ ーといえば、や のことに気が散り やすいスタジオ録音を鎌っ

はりベー トーヴェンだろう。彼のレパートリ ていたのもそうした雌Iiiからである。不思議

ーの中で特別な位ii','.を占めていたペートーヴ なことに彼の手にかかると 、どの1111も、最初

ェンだが、梵くべきことに、 iがI'・続いたペル のひと振りから1111の令体(fA!.を見据えつつ、感

21 



梢や経験の放に身をゆだねているかのように

開いた。フル トヴェングラーは偶然性を収り

入れる才能の持ち屯だった。i貨奏を初めから

完墜なヴィジョンに封じ込めてしまうのでは

なく、多くの刺激にさらし、自分自身もそう

した刺激にさらされることを好んだ。聴衆を

魅了して離さない彼のベートーヴェンの説得

カの秘密がここにある。フルトヴェングラー

の柑｛奏会には、指揮者と1他衆が一体となって

ペートーヴェンの音楽にイI:えているような、

何とも不息議な1趾力があった。会場には、い

かなる対立も永辿の音楽に融合されていくよ

うな祝皿気があった。

フルトヴェングラーのこうした魅力を分析

して、 明らかにすることは可能だが、彼にと

っても、音楽学者にと って も、音楽そのもの

にとっても、あまり慈味のある作業ではない。

だが彼の秤楽の根底には、 j,',,大で悲壮的な））孔
動力、深く淡甜な・JU:界観があり、それが指揮

する作晶に投影されていたことは確かで、ベ

ー トーヴェンの交押1111は彼の心情を映し出す

最邸のス クリーンだった。フルトヴェングラ

ーの指拙はベートーヴェンの剖造））に対等に

応え、スク リーン I・.では作1111家と浙奏者のカ

関係が展開されるのだった。

また彼は、音楽に斉楽とは無関係の慈味を

当て込むことを撤底して避けた。音楽にはい

かなる世界観も、政治的要求も、 f'flリ］も、文
学製索も、 言梨もi替んでいない、音楽はあく
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までも音楽でしかない、というのが彼の考え

だった。確かにそのとおりかもしれない。 し

かし、当時フルトヴェングラーとは対照的な

考えの指揮者も少なくなかった。

彼の指揮には蚊初から （おそらくすでに若

い頃から） 他の指揮者とは沢なる、往年の名

指揮者が放つオーラのようなものがあり、 特

にライプツィヒのゲヴァントハウス竹弦楽団

とベル リン・フィルハーモニーの常任指揮者

に就任してからは、権威がもたらす魅力のよ

うなものがそこに加わった。

1922年、フル トヴェングラーのHJ:アーデル

ハイトは、ニキシュが亡くな り息—f-がドイツ

音楽界最詞の地位につくことが決まると、 II

記にこう記した。

「ヴィ リーがニキシュの後維者とな った。

これで彼は、考えられ得る最科の地位につい

たことになる」

のちに、さまざまな理由から彼を失II柊させ

ようという動きもあったが、フル トヴェング

ラーは1-1::iJIぶこの時手に入れた地位にとどま

った。音楽の・Ill:界において、彼は夕恥ぬま で絶

対的なれ中であり続けたのである。

クラウス・ガイテル

［訳 ：岡本和子］

フルトヴェングラー、シューマンを振る

1922年にアル トゥール ・ニキシュの後任に

選ばれたヴィルヘルム・フルトヴェングラー

はこの時、ライプツィヒ ・ゲヴァントハウス

秤弦楽111とベルリン・フィルハーモニー符弦

如 打という長い伝統を誇るふたつの名l"Jオー

ケス トラを手中におさめた。彼はまだ36歳に

なっ たばかりだった。フル トヴェングラーの

父ア ドルフは当時、世界的な考古学者として

知られ、 確たる時代思潮を代表する 人1/¥Jだっ

た。フル トヴェングラーは幼い頃から、占代

文明と人文主義の世界で脊てられ、両親は旱

くから彼の音楽的才能に気づき、必要な環樟

を整えてくれた。のちにゲヴァントハウスと

ベルリン・フィルハーモニーという 名オーケ

ストラを振るようになってからも、こうした

教介によ って得られた様々な芸術への造詣の

深さが、人いにプラスに働いている。彼はま

た、過去の作1111家の交罰111を「私たちの生活

<I) , 部」、つま り常に生きている作品として

とらえていた。1932年にペルリン・フィルハ

ーモニーの創立50周年が祝われたと き、フル

トヴェングラーは当時の経済危機にふれ、オ

ーケス トラのイチ紐が危うくなっている、と，訴

え、ベルリン ・フィルハーモニーのような質

(/)ぶiい 「楽器」を軽率に解体してはならない、

解体して しまえば「生きた-;:;-楽」が聴けなく

なって しまう、と語った。そして、ハイドン

やペー トーヴェン、ここにおさめられたシュ

ーマ ンの交押1111二短調のような古典派とロマ

ン派の巫要な交押1111を、絶対/1りな価伯とみな

していた。
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私はフル l、ヴェングラーによるリハーサ

ル、そして録音セ ッションを何度も生で聴い

ているが、彼の指示は短く単刀直入で、ベル

リン ・フィルハーモニーのように彼の指揮や

惰楽スタイルを熟知しているオーケス トラの

場合、特にそうだった。オケに対する指示も、

ポーイング、フェルマータの長さといった技

術的なものが多かった。だが背楽的に鋭い感

性の持ち主であれば、こうしたO!ii梨な指示の

裏に1俎された全体的な樅想を読み収ることが

できたが、 彼は'ii¥'に、ソロ ・パッセージの伴

奏、笠によるコ ラール風の部分といった、作

品の細部にまで含まれる全体的な構造の要索

に I¼!辿性をもたせよう としていた。また、オ

ケに投げかけるひとつひとつの言策にも、特

徴があった。

シューマンの交押1111第 4番のリハーサルと

録音は]953年の 5JJ、ベルリンのダーレム地

区のイエス・キリス ト教会で行われた。フル

トヴェングラーはこの教会の音押が、録音に

JIヤii';に適していると考えていた。ベルリン・

フィルハーモニーとはすでに何度も演奏して

いる作品だけに、わずかな「チェッ ク」だけ

で、すぐに本番となった。わずかなチェッ ク

ではあったが、すでにふれたように、彼の技

術的な指示は作品に魂を入れて表情をつくつ

ていくためのすべであ り、必ずクII的な内容を

ともなっていた。これはJ,;J録音のリハーサル

でも終始、感じ られたこと である。例えば、



屎[;fl部でテンポが述くなってしまう傾向があ

る第 1 楽窄では、「時間 は —1 分ある 。 坂を転

げ落ちるように走る必要はない！」と注慈し

ていた。また、16分秤符の音形がクロスして

いくパッセージでは、「i皮のように柔らかく 」

と只1本的なイメージを9悟っていた。フェルマ

ータの後は「新しい音になるが、 1iifの音より

も強くならないように 1」求め、「歌うよう

に！ この作，'11',全体が歌なのです！」と紐り

返していた。ロマンツ ェではオーポエとチェ

ロによる旋律を他のパー トの押きに「1蔓しく

乗せ」、スケルツォ楽派の トリオのヴァイオ

リン ・ソロにはアラベスク風の 8分音符によ

る行形を；；狽く弾かせて浮き I:.がらせるように

していた。そして蚊終楽沼の副次 iこ題が登楊

するところでは、「拶見るような旋ii'=の必し

さがも っと引き立つように、歌って！」とい

う指示が飛んでいた。フルトヴェングラーは

息い描いたとおりの音楽が得られるまで、撤

底的に紬や1を繰り返す指揮者だった。同録音・

の歴史に残る索11,'Jらしいiり（炎の秘密がそこに

ある。

カルラ・ヘッカー

［訳 ：岡本和子］

フルトヴェングラー、ワーグナーを振る

1886年にベル リンで,_,,_ま れたヴィルヘル

ム，フル トヴェングラーは、教必人の家庭に

脊った。父祝のア ドルフは労名な考占学者、
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画家だったI'):親は索IIけらしい校作家で、彼は を、私は感情を追求するからだ」と・,1:,き）JIIえ

幼少の頃から、古代ギリシャ ・ローマの文化、 ている。

人文主義の世界、造形芸術や音楽に親しんで ‘必IJtj気追求聞という、れで、彼にとって 〈パ

いた。早くから長男のオ能に気づいた両親は、 ルジファ ル〉はl1iたるものだった。だが,,,時

才能を脊てるべく最高の教育を息、f・に与え 17歳だった彼の （パルジファル〉評には、誘

た。当時のヴィルヘルムの希望は、作1111家に くぺき成然と客観性がみうけられる。「だが、

なる ことだった。 ワーグナーを 方 的に、 何から何まで否定し

少年ヴィルヘルムがも っと も崇拝したのは て、彼の辰所を_l!!f;視する姿勢は鎌いだ。今の

ベー トーヴェンの音楽だったが、ベート ーヴ 私にとって、彼はベー トーヴェン以降の時代

ェンに対するこの気持ちは生涯変わることは において、シューベル トと並ぶ最大の作1111家

なかった。パッハ、モーツァル ト、ヘンデル、 ， ではないだろうか」

シューベル トそしてシューマンの行楽もこの その後、ワーグナーの音・楽に対する吠味は、

頃から聴いていたが、初期のプラームスの作 ますます深くなっていった。1953年、ローマ

,'山を 「シューマンとベー トーヴェンを況ぜ合 で101111¥Jかけて 〈指哀〉を浙炎会形式で指揮

わせたような不幸な廂物」と評している。ま したフ ル トヴェングラーは、友人で舞台必術

た、‘り初、後期ロマン派最邸の天才音楽家で ‘求のエミール ・プレ トリウスに、 「数年以内

ある リヒャルト ・ワーグナーを徹底的に鎌っ にワーグナーの全作品を油炎会形式でやりた

ていた。フル トヴェングラーは15歳のときに、 い。ワーグナー雉いの人間や、彼の才能を疑

「ワーグナーは本物の芸術家ではなく、彼の っている人たちの考えを ・変させるような、

オペラの台本ほど安っぽいセンチメンタリズ ， 祈鮮で、誘くぺき約1 ,'1 らしい i~i炎になるだろ

ムに松りりJったものはない」とワーグナーを う」と述べている。

こきおろしている。少年は、 初めてIJHく 〈マ 残念ながら、炒は実現されなかった。それ

イスター ジンガー〉にも何の感動も詑えなか でもフ ル トヴェングラーは、油奏会形式で I・.

った。だが、それからわずか 2年後、彼はワ iii(されたワーグナー作品のライヴ録音を数多

ーグナーが 「〈マイスタージンガー〉の中で く残している。ここに集められたものは、す

ベー トーヴェン以降成し遂げられなかったこ ぺて終戦直後のもので、背質にはいささか難

とをやっていて、音楽的にも索Iii'/らしい」こ があるが、ライヴ録音ならではのエネルギッ

とに気づく 。それでも 、祐き作1ll1家は、「私 シュで、生き生きとした雰llll気がそのまま伝

の音楽とはま ったく迎う 。彼は音楽で芥IJlj気 わってくる。
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〈'-¥'!金曜1-1の奇鉛〉は1951年 4月25日にア

レクサン ドリアで収録されたもので、フルト

ヴェングラーはこの直前に、 ミラノで 〈パル

ジファル〉を5同辿続して指抑している。こ

のア レクサンド リアでの公油はエジプ ト・ ツ

ァーを締めくくるものであった。

〈トリスタンとイゾルデ〉の1ilf炎1ll1と 〈イ

ゾルデの愛の死〉は1954年 4JJ27「l、ペルリ

ンにおけるフル トヴェングラーIii晩年の浙奏

会のひとつとして録音された。彼はこの前炎

,11, と 〈イゾルデの愛の死〉を、亡くなる I年

前の1953年から翌年にかけてベルリン ・フィ

ルハーモニーと行った 2度のツ アーで、何度

もプロに人れている。 しかし、 19,17年から

1952年まで、彼がこれらの1ll1を指揮するのは

まれだった （この間は、 〈マイスタージンガ

-〉1ili炎Jill、〈タンホイザー〉Jj-;1111、〈パルジ

ファル〉の 〈屯金11/il11 ())奇比't〉、そして

（神々の黄tt〉の 〈ク距送行進1111〉を好んで指
揮している）。これはちょうど、頻繁に舞台

で 〈トリスタン〉を指揮していた時期にあた

り、 1952年に行われたウィーン国立歌劇楊の

公油をM後に、舞台で （トリ スタン〉を指揮

することは ・.1父となかった。フルトヴェング

ラーは1iii知 111と 〈イゾルデの愛の死〉を、作

1111家自身による符，；玄如IJ編1111版を使って指揮

していた（ワーグナーは、オペラの宜伝のた

めに、1iii約 111が和行で完結するこの版を1860

年にパリで指揮している。 また、前奏1111から



直接 〈イゾルデの愛の夕じ〉の終結部分へと紐

く、もうひとつのiii(炎会）―II紺1111版も・,'[いてい

る）。 フル トヴェングラーが指揮するiii(炎会

のプログラムで、長年1帷説文を ，'i'き続けたペ

ーター ・ヴァッカーナーゲルは、「〈イゾルデ

の愛のクじ〉の1守弦楽ヴァージョンには、 jliと

いう），日本的な災索が欠けている。だが、我々

は物）止 りなさを感じない。それは、この作品

が、ワーグナーの作品においても他に例のな

い、公；成された父押1111だからである」と ，'tい
ている。ゲルハル I・・フォン ・ヴェスターマ

ンの,--,,-.楽/1Jf,;即：：にも、この料弦楽JI!紺1111版に

I対する説明があるが、 ＼｛頭に添えてある文咲

はフル トヴェングラーによるものである。ペ

ルリン・フィルハーモニーの支配人を務めて

いたヴェスターマンは、フル トヴェングラー

のお気に人りで、ペル リン ・フィルハーモニ

一定期蔽炎会の中網放送を実現させた人物で

ある。ここにおさめられている]949年12)]J9 

IIにペル リンで行われた訓炎会で録('j・された

〈マ イスター ジン ガー）の1iii炎1111と〈神々の

紺1こI')の 〈4距送行進1111〉を始め、 ペルリ ン ・
フィ ルハーモニーの真爪なライヴUJ'¥が数多

く残されたのも、 彼によると ころが人きい。

カルラ・ヘッカー

［訳 ：岡本和子］
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フルトヴェングラー、ブラームスを振る

ヴィルヘルム ・フルト ヴェングラーは1922

年から]954年まで、 30年以 ，．．もの1/IJペル リ

ン ・フィルハーモニー符弦楽1・JIの常任指揮名・

をつとめ、 II!界的に辿川する・流のiii i ~を実

現した。楽諮に，1::かれていることをljiに行に

変えていくだけにとどまらず、音1かのれにl!:J.
された作1111家本来のヴィジョンを読みIll(り、

油炎を繰り返すたびに新しい音楽を,,,.み出す

彼は、それまでになかったタ イプのn楽家だ
った。彼の指揮を聴いていると、まるで作品

が無から涎'I,する瞬11¥Jを休験しているよう

で、どの作品も生命）Jにあふれ、 1徳衆の心を

とらえた。録(¥・からも伝わってくる独特の陳

(!¥と感動の秘密がそこにある。

(¥楽家フル トヴェングラーにとって前に刺l

となっていたのが、交押1111の作1111家としての

ペー トーヴェン、プルックナー、そしてプラ

ームスだった。彼はプラームス他涎100周年

の年に、「プラームスは（ワーグナーを除い

て） ドイ ツ訂楽でJ,,;-後にIll:界的な彩9限を持っ

た作1111*だった」と述べている。 またフル ト

ヴェングラーは、 細かい部分までオ リジナル

であ りながら、民謡のように糾しみやすい旋

1ltを次々と,,,みIllしたところに、この作1111家

の索111'/らしさがあると考えていた。]873年に

, 1:: かれた 〈ハイドンの 1こ題による変炎JIii〉は、

フルトヴェングラーは、 厳格な様式と _1,,r,味

屹媒な押きの公に滸む、 ドライで地味なプラ

ームスのf,',,人さに感銘していた 彼にと って、
ノラ ームスはバッハとヘンデルに始まりペー

トーヴェンによ って網JKされていくドイツ ('j・

I'! の「1了人」のひとりだった。1931年のエッ

I• ーでは、 「彼の音楽は幻想的で：駆1磁的な111.

'litを描き 出している」と ，'I'いているが、フル

l・ヴェングラーにと ってプラームスの魅）Jと

いうのはその古典(Iりな様式必ではなく、悲劇

的で述命的な体験内容、 11;'1< I射ざされた芥i'/-/111
IIりな深みの秘密であり、彼は，m,よりもその内
社や秘密を探りあててJ'll解する才能を杵って

いた そういった意味で、フ ルト ヴェングラ

はおそらく 、プラームスの ('i楽の内なる仰

人さを初めて行にして表現できた指V]l/'iだっ

/・ といえる。プラームスの(¥楽をただ災しく、

1111かく J沼に押かせるだけに終始するのでは

なく 、節愕するほどの新しいプラームス像を

IIち、グ．て、その交押1ll1のJII界にI!:;).されていた

激しさを解放し、 そこに改めて命を吹き込ん

だのである。

ここに収録されているプラームスの父秤1111

りN1番ハ短調作品68は、ベル リン ・フィルハ

ーモニーn,;玄楽団がフル トヴェングラーの指
揮で1952年 2Jj 1011に、ペル リンのテイタニ

ア ・パラス ト （終戦直後、テイタニア ・パラ

れたiiii炎会のライヴ録音で、フル トヴェング

ラーの成熟した芸術性を感じることができる

1',if(な，記録である。激しいアクセン ト、乱暴

とさえいえる流々しい弦が、）」強く均賀なテ

ィンパニの リズムにのって '¥'・;''i'¥料で I:外して

いく祁人部分のテーマを押かせ、ヴァイ オリ

ンの采らかいリードで次第に1¥11,¥I公い音域の中

を涼うようにiり4休していく 。 61父のテーマが

浮かび 卜がり、 11il文盛り I・.がりをみせ、疑¥Ill

符を投げかけた まま'¥'・終 1¥争．の状態で終わり、

飯後にベースのピ ッツイ カー トによるエコー

だけが残る。続いて、）」強い-FIii子が嗚り押き

（燦発的な音を11:み Illす指揮 /'j・のイf.ffl[, を，tわ

せないジェスチャーがIIに浮かぷ）、 61.itの

テーマがエネルギッシュに））i¥JMしていく 。オ

ーポエ、クラリネ ッ ト、 ホルンのやりとりが

ロマン i=.紀 l(Jな幻想の¥II:界 を,,,_み出すが、そ

こヘヴィオラのi¥が流っぽく人り込み、新た

な激しい動きへと祁く 。JJ./1¥Jll部と 111:1北部でテ

ーマが多様に））i¥Jllし、新たな光を` りてられて

は ・/1・1ドラマティックに、深みを）1Y/して浮か

び 卜が ってくる様 r-や、 M後に安らかなハ艮
調に沿ち沿くところなど、 見 Jfな沿湊だとい

える。

オーポエとホルンによる民謡風の旋律、ヴ

ァイオ リン ・ソロのアラペスクがI'll象的な第

2楽 ，’花のアンダンテ ・‘ノステスー トはゆった

そうしたプラームスの大衆的な側¥{tjを-1<す ・1ストは破壊されたフィルハーモニー ・ホール りと流れるが、フル トヴェングラーの指揮は

例である。 の代わ りに、 ・時的に使われていた）で行わ 牧歌的なイメージに終11・.することなく突き進
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んでいく 。 8分の 4t(I {-と 8分の 6ti'! [-がア

レグレット・ エ ・グラツィオーソで交り―．に以

れるところが、非常に刺激(Iりだ。そして、 1位・

大の1徳きと＇ころが泣終楽窄の祁人部分のアダ

ージョ。/'1¥-体したテーマが断）「的に頗を11',し、

アルプスの情）北をイメー ジしたホルンの押き

がこだまする。続いてこれに応えるように、

今炭はフルー トが旋律を受け持ち、がIiかしい

盛り lこがりをみせて解放感あふれるフィナー

レヘと 続 き、間の世界からの解放、勝利が

,:':; 々と歌い lこげられる。ヴァ イオリンのG線

I:. の旋iii:が浮き I・.がり、登JJ);したすべてのテ

ーマがひとつのl.i.大な流れとなるとき、秤に

よるコラールが揺る ぎのないf.tf/11のようにコ

ーダで1・リJ々と嗚り押くとき、 この作，¥,しを 「父

9弗1111第」0番」と 呼ぴ絶賛したハンス ・フォ

ン ・ ピ ュ ーローの ~f菜が息い出 される 。 フ ル

トヴェングラーのプラームスは明らかにペー

トーヴェンの行楽精神を経iiiした解釈になっ

ていて、背楽火 I:.のイ,,,大な交押1111に共通する、

イ，祁II深く fり！想 I,_義 (1り で神秘(Iり な梢然を兄 • J i- に

表現している。

ヴェルナー・エールマン

L訳：岡本和子」
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フルトヴェングラー、ブルックナーを振る

交響曲第4番〈ロマンティック〉

ヴィ ルヘルム ・フル トヴェングラーはしく

なる11'(1iif、1954年JJJJ91」付の手紙で次のよ

うに ，'fいている。「悪性の気竹皮炎にかかっ

て いて、 11:•Jj.ができない。だが、あと何IIか

すれば、また仕事を l'?l!fl できると 息 う•••…。

オッ トーポイレンでは、 プルック ナーの父押

,111をやろうと息う、美しい'"'だ…...。私に州

をかけてくださ ったdi:b乏にくれぐれもお礼を

"'しあげておいてほしい」。 2II後、彼は人

院し、 JJJl3011に加らぬ人となった。

1906年、 "",時20歳だったフ ル トツェングラ

ーは、父がミュンヘンでアレンジしてくれた

カイム竹弦楽団との油炎会で、 ','-くもプルッ

クナーの第 9番を指揮している。そして、 人

,,,_も後-r--にさ しかかった項、 「20年代初煩に

/¥. ニキシュの後任として、ペルリン ・フィル

ハーモニーの定期を任されたとき、ペー トー

ヴェン、プラームス、そ してプルックナーと

いった ドイ ツの1:',,大な父押1111作1111家を、 ドイ
ツ音楽界のしかるべき 地位に1,.:すことが、ま

ず念頭にあった」 (1951年にペルリン diのテ

イプルティウス文化相に宛てた手紙）と晶っ

ているように、ペルリ ン ・フィ ルハーモニー

の'iiW:指揮行としてIJf-1いた最初の泊（炎会に選

んだ作，',/,がプル ックナーの第 7番、紐いて、

節シーズンごと にこの作1111家の交押1111を I1111 

ずつとりあげ. 2年IIにはすでに第4番を振

っている。

数字のう えでは、 ペー トーヴェンとプラー

ムスを指揮した1111数のほうがはるかに多い

が、それは彼がプルックナーの交押1111に対し

て特別似屯な態）文で臨んだからであった。彼

はまず、「/J孔典版」と呼ばれる各種の版を撤

底(1(Jに説み比ぺることから始めた。1939年に

ウィーンで行ったプルックナーに関する公祇

で次のように晶っている。「奇妙なことです

が、複数の )J;( 典版がイ／在するのは•)f実です！

1,,j -の作品を、 これほど繰り返し見附 した作

1111家は、他に例がない！ よく知られている

ように、ペートーヴェンはなかなか喰の進ま

ない作1111家で、いつも ：＇「労し ていました。 し

かしれり作のプロセスが完 (した段階で、作品

は・,;.;成されていた。ところがプルック ナーの

場合、いつまでたって もイ＜泌が残り、 作品が

木・;i':に終わっているような気がしませんか？
水辿に1ムがっていく彼の 音楽の本質として、

完成することのない、‘‘‘；し糸，'r"することのな
い作品にとどまっているような気がしません

か？」

フル トヴェングラーは l'I作のスケッチに
I水迪なる Ill:界 へ1i,JかってしヽくようなI'll糸が

必＇災」と ，記 しているが、これはま さに「水迪

t・広がっていく」という彼のプル ック ナー観

iつながるものである。つま り、フル トヴェ

グラーがプル ックナーについて，栢っている

とは、 指揮者、 そして作111ぽ としてのr1分
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にもあてはまることなのである。彼の指揮に

も作品にも、泣終的なヴァージョンというも

のはイF在しなかった。 また、プルック ナー、

ペー トーヴェン、そしてプラームスに共感し

ながらも、彼のプル ック ナーに対する想いは

特別だった。彼はプル ック ナーの作品に自分

の作品との共通，＇ばを 発見していたが、決して

校倣していたわけではない。古典派からロマ

ン派にいたるまで-(fまれてきた秋I;-:を離れ、

) i l ••J性 を失う 危険 を ＼ ／ してまで 「無 IIH」なる

11r能性を求めて突き進んでいく 、J,;Jじ姿勢を

もつ作1111家だっただけである。また、作1111家

としてのフル トヴェングラ ーを雌r,,やすること

は、指揮紅しての彼を、また彼のプル ック

ナー観を刑解するう えで屯災な手掛かりとな

る。呆てしなく広がる構造のプルックナーの

作，、山に緊張感を保たせて指揮できるのも、 彼

が行楽を I・分にil'l化し、 「1分i'I身の行楽のよ

うに感じているからである。

フルト ヴェングラーはプルックナーの第 4

番と節 7番を好んで指揮し、 前後して、続け

ざまに収り 1-.げることも少なくなかった。新

しいスケルツォと J,~終楽淮を加えて」881年に

ハンス ・リ ヒタ ーの指揮で初湖された第 4番

と、 1884年12/]3011にフル トヴェングラーの

1iif任打だ ったアル トゥール ・ニキシュの指揮

で初蔽された第 7番は、いずれも当初から，］・I'

判が邸かった。フル トヴェングラーは1950年

と1951年の辿のコンサー ト・ ツアーでもこ



れらの父押1111を頻繁に指揮していて、弟 4番

の録背が行われた1951年10)]2211のシュ トゥ

ッ トガル ト公油をはさんで、'」i1iliに4lul、後

に 2lul、この1,;Jじ1111を指揮している。 ＇：らいf閲

然にも、この1,;1じツアーのミュンヘン公訓

(JOJJ 2911)で油炎さ れた第 4番のラ イヴ録

音が存在する（デッ カ ・レーベル）。聴 き比

べてみるのも !)lllりこ深いに迩いない。

プルックナー1'1身が 〈ロマンティック〉 と

俎した父神1111第 4番は、 ドイツの音楽学者フ

リー ドリヒ ・プルーメが述べているように、

彼の作，’山の中で「もっとも ：名びに溢れている」

作品かもしれないが、 これだけではこの作品

の本質を，1::り尽くしていない。11・,1のようにif(

なる複数の迄切れた「沢ぴ」の感情は、ひと

りで呆てしない「水辿」に、i:ち向かう人1/¥Jの

孤独感の現れでもある。そ して、 それはフル

トヴェングラーと ,''i楽、なかでも特に I'―1分と

よく似たプルックナーの炉楽との関係にもあ

てはまるものだった。1939年、フルトヴェン

グラーは「あの "I(人な宕”のような作品を

杓いている プルックナーは、なかなか1・1分!'I

身に索II'!になれなかった」が、第 4番と第 7
番のプルックナーは「索化に1・1分を出 してい

る」と いう解釈を出している。

ギュンター・ビルクナー

［訳：岡本和子］
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CD I (UCCG-9363) 

フルトヴェングラーのベートーヴェン

ベー トーヴェンの父押1111をいかにその作，',,',

の絶対的な芸術価値にふさわし<i斑炎するか

—フル ト ヴェングラーは、ペー トー ヴ ェ ン

の作品、 その中でもとりわけ父罰111の雌想的

な油炎に執沿し、それに強い使命感さえ抱い

ていたかのごとく、侮シーズンのように、繰

り返し躁り返しペートーヴェンの父罰111をと

りあげた。油炎旅行でいろいろな国々の犀Ii

を，iJjれても 、ベー トー ヴェンをと りあげてお

り、 ベルリ ンはもと より、どこでも、そのた

びに聴衆を大きな感動の渦に在きこむのであ

った。

楽滸に出されたモティーフやテーマのひと

つひとつに、Williれがそれを ，1::きこんだ必：l><I 

をl'l',f,(11にiJ,;J察し、 それに深い、江味を持たせて、

あらゆるフ レーズを強靱な緊張感のうちに：牧

わせる。テンボ、リ ズム、ダイナ ミックスな

ど、如YI梢密を きわめた，没走のもと、 11,_命あ

るもののごとく変化するクレ ッシェ ンドやア

ッチェ レランドをかさねつつ、1111の求めるま

まに、怒洲のクラ イマッ クスに もりあげてい

く成IJl'l(J;な表現。そこに＇押< ('j・ 楽に張り つめた、

11:_倒的ながIiきの内1fliには、稲切なtii¥'i故と佗し

さをただよわせるi't'l絣がひそみ、熱i't'lと感動

をないまぜにした，mり11が、聴くものの心を
姦憾させるごとく ，訴えかけて11・.むことがない

—ーといったフル ト ヴ ェ ングラー独特の音·楽

づ くりは、とりもなおさず、そのままベー ト

ーヴェンの ('i楽の性格と表公 •体となるも の

であった。そ して、この現象に蚊も似つかわ

しい父罰 111と，iえば、l!IJち、筍 5番ハ短調こ

そ、それに述いない。

フルトヴェングラーは、ペルリン ・フィル

ハーモニーやウィーン ・フィルハーモニーと

の油炎会でも、また各地の父憫改Illへの客訓

指揮とか、あるオーケス トラとの-:,;:詞訓炎旅

hで、述II、1,;Jじプログラムを油炎するよう

な場合であって も、たとえそれが「第 5」や

1111,11〉 といった1111であって も、演炎会の1iii

には、それにそなえて、まるで初油を指揮す

るときのように、総諮を研究 して余念がなか

ったと いう。 音楽の1り視 （彼は、 それを 1tifり）

造と ，iった）に際してはl!IJ陳竹をl(災視し、

油炎の ・lul性 ということを常に HJ.iしてやま

なかったフル l、ヴェングラーの演炎は、ある

ひとつの1111 (例えば、ベー トーヴェンの「第

5」について，iって も）のiく現でも、モティ
ーフの提ぷのちょっとした呼吸とか、クレッ

シェ ンドの強弱ひとつとってみても、必ずし

も11fl,,ll,;Jじとは限らなし、。今IIのiiii炎は、111'

IIの浙炎への反省・批判 といった ものを常に

含んでいた。 また、111:11よりも今IIは ・/¥'・1細

部に1朽きをかけたiiii炎になる "l能性が人きか

）た。 とJ,;j時に、今IIは、 111'11とは辿ったよ

規 1-.の＼｛険が試みられていたりする。フルト
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ヴェングラーの指揮する1,;J1ll1¥'姉i(を比較して

聴く 1flii'1さと 研究の関イ!¥が、そこにある。 と

共に、 その演炎のと＇ れもが、たとえ、コンサ

ー トや録音・での大成功と成功との起伏は微妙

に出しながら、それはそれなりに、きわめて

如&/.U:が記jいとか、すこぶる大JIiiな試みであ
ったりして 、 'ii\•にスリリングな経験に祁いて

くれるところが索IIけらしい。

フル トヴェングラーによる、ペー トーヴェ

ンの父押1111第 5番ハ短調の録 ('j・は、 ドイツ・

ォそリドール (DG)への 1926年としヽ う 古いSP

レコー ド盤をはじめ、モノラルLPのための

スタジオ3ぶ'ojやベルリンその他におけるi¥ii炎

会のライヴ録行など、かな りの数が残ってい

る。かつてフル トヴェングラーの「第 5」と

してイi名だった1937年録音のIIMVによ るSP

レコードや、節 ．．次人戦q,の放送Jljテープ録

('j・ で、終戦直後のiJ話Lにまぎれて‘ノ ヴィエ ト

古,./i軍がペル リンの放送J,,Jから柑l収 し、持ち

帰 っ た 1 9~:3年泊湊会f,/, ('j·などもあった。蔽近

のイギリス ・フルトヴェングラー協会FIJ行に

なる ・・TheFurtwiinglcr Sound" (Third cdilion 

1990)によると 、令部でll種類のフルトヴェ

ングラーの「第 5」録i・↑がイ灯I:している。だ
が、その中で、というにとどまらず、 Ill:の視

在・過L・を辿じて、ほとんど無数に近い 「第

5」の録背と比較しても、これこそ此・::;にベ

ー トーヴェン的な虚感とi'i'l熱の凝結した 「弟

5」の典咽のひとつではあるまいか、と口え



るのがこのCDのフ ルト ヴェングラー盤だ。

しかも、ただ屯に名派炎だからと ，iうだけで

はない、フルト ヴェングラーの生涯とペル リ

ン ・フィ ルハーモニー、それに行楽部,Iiとし

てのペルリンの脱史の Lでも、それが特別に

, f('.l!! な慈義を持つ「第 5」の派炎だったから

である。

1947年 5JI、::i,・. 次A戦がナチス ・ドイツ

の敗戦で終 (してほぽ 2年経過 したペル リン

に、 戦後、連合祁l イ1111 か ら「戦 '{•·中のナチW,J;

の疑い」でiiJ(炎括動が禁じられていたJ,.:,指揮

者ヴィルヘルム ・フル トヴェングラーが、久

しぶりでペル リン ・フ・（ルハーモニー符弦楽

団を指揮するために紺って米た。1945年 IJl 

2311、ア ドミラル ・パラス トでのペル リン ・

フィルハーモニーiii(炎会（モーツァル トのii,

40番の演奏中に述介[1'1空軍による爆限で倅

'，じ、第 3楽咲以降は中断し、約 1時間後、プ

ラームスの第 ・1番が油炎された）をJ,立後にフ

ルトヴェングラーはペル リンを去り、 I JI 28 

IIのウィーン ・フィ ルハーモニー指揮の憑111

ウィーンからl[t身スイスに 亡命した。しかし｀

ペルリ ンではそのニュースは伝わらず、戦後、

モスクワ生まれでロシア晶が堪能だった指揮

者レ オ ・ボルヒャルト (1899-1945)が、 比

礫と焼跡の中でペル リン ・フィルハーモニー

の生き残ったメンパーを集めて紬や1をIHI始し

た''¥II.¥'も、今は行）i不lリlだが、いつのIIが必

ず帰 って 米るであろうフル l、ヴェングラー

に、飯蒋の状態でパ トン ・タッチ/1',米るよう

にという II椋を，:・tリjしたほど、オーケス トラ
も全L.lがその婦迫を待咆していたのだった。

戦争,kJリl、ナチ.,,屈の文化政策に批判的だ

ったため災iJ滋人物としてプラック ・リス ト

に載っていたフル トヴェングラーは、ウィー

ンでの厳しいゲシュタポの監視の隙にホテル

を脱け出し、将辿列，ドでl叩立を IIざした。iiii

炎契約のあるスイスヘの旅券がイi効になる 2

) J 1 IIを持って徒歩で1,,国 を越えた。しかし、
戦riiiから ドイ ツにとどまって訴蹄したことで

ナチ協）J・行として戦後t';・発され、 ii.if炎禁rl・.の
命令が連合 1 •1 1111) から 111 されたのである 。 殿1, 11

の結呆、フル トヴェングラーは無卯となった。

ナチの政策に1又対 し、占領地での指揮を断っ

ていたことや、多くのユダヤ系の演炎啄の l•I

外II兒出に）） を人れたことなど、フ ルト ヴェン

グラーのお陰で11・,.命を救われた人々が，irE,rに
¥J. っ たりして、 •Jr尖が判明したのである 。 )';·

楽ファンをはじめとするペル リンのdil1.:たち

も、フル トヴェングラーのIり起を刷っていた。

戦時中、 IIイ父の区別なしに連続して行われた

燦賂の さなかでも、ただひと つフ ルトヴェン

グラーの油促会とラジオ 小綿を1徳くことで

II々 の危険と附難を忘れ、いつかJ)jれる・nn
への希沼をJI/りに1包いた息いIllを、誰ひとりと

して忘れなかった。

1947年、ようやくペル リン ・フィルハーモ

ニーを指揮できる状況になり、 5)]2511から

2911にかけて、 前後 ,11111の油炎会の指揮台に

フルトヴェングラーは ,'Lつことになった。廃

墟のままのペルリン、戦後のおそろしいほど

の衣食住の窮乏が続いていた時代である。 1

枚の人楊券のために幾IIもIiりか ら行列に並ん

だ人や、当時、貨幣なみに辿）IJしていた屯災

な配給のコーヒーやタパコ、なかには人切に

していた1'1分の靴を淡し出す人もあったとい

う テイタニア ，パラス トの舞台に 「フ ルト

ヴェングラーが現れると 、ホールをうずめた

~000の聴衆は まるで1E気にから れたよ うだっ

た ,,: ち I・.がり 、J-i'i手し、大内で叫ぷ。オー

ケス トラの楽且たらも起 ,'[_したo-(中略）

フル トヴェングラーは 〈エ グモン ト〉Ji';JIil、

〈lllliil交押JIil〉およぴ、第 5番を油炎した。

iii砂さが終わったとき、 喝釆はいつはてるとも

知れなかった。 もう 聴衆は このホールから11',

て行かないのか、と息われるほどのJJ);1fliが貶

くつづいた」（ク ルト ・リ ース 「フル トヴェ

ングラー、 ('i楽と政治」より）。

このCDに聴く「弟 5」と 〈エグモン ト〉

1;・:1111は、歴史的なフ ルト ヴェングラーのペル

リン ・カムパック・コンサートの第 :J1111に

あたる 1947年 5}]2711の祇炎である。「弟 5」

は、弟 I:偲＇位を l!ll始するあのイi名な 「連命の

IPIJ機」に特別のf汲性を持たせるフル l、ヴェ

グラーの解釈が、-•,初、やや力が人りすぎ

いるようでありながら、 提示部の反復あた

りから軌近にのりはじめる。繰り返し{}JI);す

る「述命の動機」の気}J允実しきった閃iかせ

)j。 l1f)Jl部、わ303小節のファゴット 2本の

指定にフルトヴェングラーはホルンを一紹に

川いてその炒J米を強調する。以 F、各楽卒ご

との性格を深く読みとって、 1111の起伏と共に

テンポとダイナミックスを微妙に変化 させ、

)J強い流動感と級密な構築}Jで1じ倒的なクラ

イマ ックスをいくつも積みボ．ねていく 。終楽

りtへのプ リッジ ・パッセージで張りつめた煎

ィ件が ，＞阻こ，1I: 大な勝利の行進に解放される瞬

間のイ,',,人な辿）J。 さらに、コーダに向けてひ

''・"' た走るエネルギッシュな 佑i i❖JI 。 裂 ,'ii の気合い

をこめて打 ちおろさ れるダイナミックな和

r1-。オーケス トラも籾魂こめたフル トヴェン
グラーの指揮と一休 となって燃えに燃え、全

且が我を忘れてペー トーヴェンの音楽に没人

しき っ た、 I,~ も殷IJ的なひとときの，記録ー一

「第 5」が、これほと滋II,'/らしい浙炎で押い

たことが、かつてあったろうか、とさえ息わ

せる名蔽である。

〈エ グモン ト〉1杓Illを1低いて、もう ・/虻ぴ

っ くりする 人が多いだろう 。 \(頭の,fll]~·など、

まるで）-: I・. か ら嗚り 押くもののごとくであ

り、続く1女の）」炎を聴くだけで、この浙炎の

淡みが11'1感できよう 。それだけに、このコン

サー トヘのフル トヴェングラーの息い人れの

ほどが寮知できる。

(k. フーガ〉 は1952年 2JJ 10 11、ペル リ
ン ・フィルハーモニー創 ,iJO周年；記念浙炎会
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の節 1111111で、あのIll:紀の名油としてイi名な

プラームスの第 1番 （ドイツ ・グラモフォン

UCCG-9368) と[,;JじIIの演炎、 JJ;¥1111が難Jill

として知られるだけに、弦楽合炎版も精密を

きわめた-1<.現、必ずしも且に快し';";・楽とは，j・

えぬ晩年の）」作を、聴きこむにしたがって、

じんわりと胸にしみるような内容の、これも

すぐれた油炎である。

交樅曲第5番ハ短胴 作品67〈運命〉

1808年、ベートーヴェンが38歳の年の完成

であ り、 t,;]年12月2211にウィーンで、第 6父

押1111〈1111,11〉と新に初飢されている。ベー

トーヴェンのどの父神1111にもまして、 J刑想 i'.

義/1りな梢然の激し さを 、 占典派父罰llt Jf~式の

枠内で』迂現の 11]能性を追求しつつ強靱，IJ!f,類の

辿｝）で緊張させ、凝結させて、随処に新しい

試みをもりこみながら、 J,~後にII:例的なク ラ

イマックスで感動を爆発させた、ペートーヴ

ェンならではの代よ作である。
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なり 代わって、ステージでセレモニーを）1flJfl 

することであった。彼はそのとき指揮者であ

るより 、「,;J祭」に近い役割を呆たしたとい

える。つま り彼はf,',,A.なるカ リスマであ り、

ドイツの楽1i'iを代.}.,:する大スターであった。

そして彼がベー トーヴェンの交押1111を採り 1-●

げるとき、それはアドルフ ・ヒトラーのアジ

狐況にも匹敵する、強烈な，況得）Jを持つこと

になった。 ドイツ人はカリ スマにl)l)いという

属性を持ち、その屈ヤI;によ ってあるJYJIIIJヒト

ラーを熱烈に支持したのである。 ヒトラーの

狐悦の特色は、 そのl!IJ陳性と情熱、典11¥にあ

る。

フルトヴェングラーの 沢，':=r 行 と 、 :· ~ど」に、

「すべてf,,,大なものは りt純である」という発
, iがあり、ペー トーヴェンの父押1111の j:_俎は、

それ以 ,~分解することも、科Iiり立てることも

ィ~ ")能であるゆえに 、 lj l.純でありかつf:',,人で
あると述べたのである。そのlji.純な I=.遁がl!IJ

快性を持ったとき 、1iif人木到のフルトヴェン

グラーの芸術が完成する。かつて‘‘ジャズ I'."

ルイ ・アームス トロングが、 彼がJ931年に録

行した 〈スターダス ト〉について、 「オー ・

メモ リー」という：f/;,i,;Jを2炭繰り返したl'(版

のイ（在についてfill/Iされた とき 、「：i笠は 21虻

1,;Jじ州で嗚くかい」と、 いとも ・1<・然と返答し

てのけた。つま りアームス トロ ングは、 ジャ

ズにおける即煎性のif(2!:さをそう答えたので

ある。ジャズのIll:界では楽湖どおりにivi炎す
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るのを、「ス トレー ト・ ミュージック」と い

って軽；迩するが、フル トヴェングラーのii;i炎

も「ス トレート ・ミュージック」を拒絶する。

災するに彼も 「2I父と1,,1じ）:, で嗚かない」：i笠

であり、ある紅味では I,~もジャズ(1りな指揮者

だったといえるだろう。

フル トヴェングラーの音・楽の特徴は、 fi'I了・

にならぬ前の柏 r-、すなわちアウフタク トに
よって、,,,.クロが決定してしまう ところにある。

これは索張から，；也緩へと受け渡される一種の

テクニ ックで、すなわちアウフタク トの処刑

いかんで、国1そ自身がいうように、「村の梨

団にウィーン ・フィ ルハーモニーにIIじ敵する

ような油奏をさせるか、逆にウ ィーン ・フィ

ルハーモニーから村の梨I.JIのような↑~- しか •J I

き出せないか」のポイン トが決まるのである。

彼は またアウフタク トを人りJにするとH時

に、 ti楽に'I'.気ある リズム をii'人する。音楽
の兵髄は リズムに始まり、リ ズムにつきるこ

とを雄弁に物，litっている。 リズムに'Iこ気を持

たせることにより、ゲザング ・フラーゼ（旋

JI!: 楽 句）をまさ にゲザング （歌）と して、,・,

然に1り現 Ill,l~ るという 指揮論を打ち立てたの

である。

こう考えてみるとフル トヴェングラーの録

(¥・ に、 1,,11111)'(盤が氾濫し、またそれらが^ ぶし

くファンから求められると いうのも、分かる

のではあるまいか。つまり 2殷と 同じi:-rで嗚

かなかった：i笠だったからこそ、そのひと/:,ひ

と古が邸味を持ち、陳味の対itと成り得るの
だろ う。これはその段附段階でのペス トを盤

面に刻み込も うとした、カ ラヤンなどとはま

った＜辿った発想である。カラヤンの幣しい

録;''j・は、ある慈味ではクロノジカルに、 fllli11/[

判断が"r能だが、フル トヴェングラーの楊合
は、ク ロノ ジカルにどれがベス トであ り、 ど

れがペターなどと は判断がII¥米ない。悦する

にいずれも辿った油炎であ り、）'ft/,J性を持っ

ていないので、そのと＇ れもが爪要だというこ

とになる。つま りアームス トロングの 〈スタ

ーダス ト〉における、「オー ・メモリー」盤

と栢めて似た性格を1寺っている。
それだけにフル トヴェングラーのt,;J11t1W盤

には、危険な 1~1*- もない とはいえない。 特に

収送録背と称するもので、放送されたi暉か

ら 直接録音•さhた、いわゆるエア ・チェック

糀は、受れの状態が生死を決することになる。

・,厨皮の状態でパランスがII J,, Iり茶になり、そ
れが米たしてフル トヴェングラーの訓炎と い

えるのかどうかと いう、 きわどい録;--;-も結構

氾濫しているからである。1了1庄はかつて米ウ

ラニア 社を相手どって、ベート ーヴェンの

〈炎雄〉父,,1,1111の発必を111[11・.しようとしたが、

それだけ彼はi'I分の芸術には厳しい姿勢を持

っていた。もしフル トヴェングラーが牛きて

いたら、 I必f!IJに，訴えてでも発ヽ ）＇しをllll1I・.しよう

としたと 、＇ぶえる録 行が、 「夕じ人に11なし」 で

111: にはぴこ っている。
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放送）IIの録背は、オン ・エアされることを

巨1,了：も (;((したソースなので、オ リジナル ・

テープから似刻した場合はIii!題が少ない。こ

の1953年録行の 21111など、 他のソースに比べ

るとパランス1ffiも艮く、 1'¥-t'I的には最も条件
の腋ったものと いえる。特に第 7番はウ ィー

ン ・フィルハーモニーと人れた、スタジオ録

,'¥・ のSPフォーマッ トのものよ りも、よほ ど

1・1然で柔らかな音質に煎かされる。第 8番も

ス トックホルム ，フィ ルハーモニーとのラ イ

ヴに比ぺると、格段に音楽的でありウ ェル ・

パランスで1'1:110出米る。だがこれはI(Iii: の残

したこれら21111の録；'¥・であり、それは必ず

しもペストもベターも邸味 しないことを知る

べきであろう。

交幽曲第7番イ長即 作品92

作り11年代： 」811年から 12年にかけて。

初油： 1813年 4月2011、ルドルフ大公の邸に

て。1111はモー リッツ ・フォン ・フリース11'11爵

に棒げられた。

楽器編成：フルー ト2、オーポエ 2、クラ リ

ネット2、ファゴッ ト2、ホルン2、 トラン

ペッ ト2、ティンパニ、弦楽 5名II。

リス トはこの1111を評して「 リズムの神化」

と呼ぴ、 ワーグナーは 「舞踏の神化」と呼ん

だことでも分かるように、全体にリ ズミカル

で'I'.命）Jに溢れているのが特徴である。ほと

んど1,;J時に生まれた第 8番とも共通すること



だが、この1111には厳密な．紅味での緩徐楽収が

ない。本米の緩徐楽章であるりfl2楽咽も、述

度指；とはアレグレ ッ トなのだ。スケッ-nHに
よると、 1806年頃のものに第 2楽咽の断片が

あらわれているというが、あとは1811年から

iり1 年にかけて，':•かれ、 ・Jr:必 l沿fl6番〈1111,11)
とのIJflきは 4年ある。

1809年にウィーンはナボレオン軍に古領さ

れ、 ペー トーヴェンのバ トロ ンたちはウィー

ンから逃れて、 dilしはl木l窮と社会制約を受け

ることになった。ペートーヴェンの作1111も、

とどこおりがちになるが、やがてフランス軍

が和'I'協定を粘んで、ウィーンを,;Iき払しヽ 、

ナボレオンがヨーロッパ各地で敗退を始める

と、ウィーンもかつてないほどの愛 l •I心が息

を吹き返し始めた。この1111は、こうした背屈

で'I'.まれたのである。

令休に i汲 i:凶とりt. のリズムの支配がII

v: ち、執拗な紐り返しのJIIい）jは、聴き手に
判布を1足し感梢に揺さぶ りをかける災囚とも

なっている 。 つまりこの父9和11 1 には、愛 t•I心

の対晶といった心JIii.fiり炒J米を含んでいるとい

える。ペー ト→ヴェンがこの!.'iでも、いかに

時流を捉えるに敏であったかが、よく分かる

だろう。これは見Jrにt:xtに‘りたり、 t,;J年ウィ
ーン人学で行われた公IJ暉砂を会では、かの忠

名，,::;い〈戦'{1-交押1111〉とともに複紗さされ、第

2楽 t花のアレグレッ トがアンコールされたほ

ど、人成功を t•.'j: したのであった。

第 1楽迂 ポコ ・‘ノステヌート m:炎）ーヴ
イヴァーチェ (i囁Ill、ソナタ形式。

第 2楽章 アレグレット、イ短，J/j、福II形式

第 3楽章 スケルツォ、プレス ト、へ恥淵。

第 4楽迂 アレグロ ・コ ン ・プリオ、ソナタ

形式。

交蓄曲第8番へ長訓作品93

作1111年代： 1812年朴からIOJJにかけて。

初油： 1814年 2)]2711、レドゥーテンザール

が復訴しているのもil:11される。ペートーヴ

ェンのこれは. 111. 帰り (Iり作，'11',として判味深い

ものがある。 しかしこの.}↓ ・1叶IIでチャー ミ

ングにみえる父押1111も、リズミカルな動きや

ダイナミズムに、極めてi,ii炎 l・全難な洛とし

穴があることも忘れてはならない。

第 1楽翠 アレグロ・ヴィヴァーチェ ・エ ・

...Jン ・プリオ、ソナタ形式。

第 2楽章 アレグレット ・スケルツァンド、

疫口J乏，tl,',j。
,
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ネット 2、ファゴット 2、ホルン 2、 トラン● ク形式u

ペット 2、ティンパニ、弦楽 5;';ii。 I [出谷啓］

先の第 7番が1812年の 5J jに‘必成し、続く

この節 8番が1812年IOJJの完成 111」からみ

て、栢めてt'.i.JUJI/IJのうちに・気に ，'l'きI:.げら

れたことが分かる。ペートーヴェン i'I身も、

第 7番を「人きな父押1111」、そしてこの1111を

「小さな父押1111」と呼んでいたのでも、 •対

の作品とみなしていたと考えられる。だが1,1,j

1111の共辿}.'.,:といえば、いずれも厳密な．意味で

の緩徐楽収を耕っていないというだけ。 21111 

とも第 2楽収が‘‘アレグレッ ト”という述I父

,iじりがつけられているが、その撤底炭は、

‘‘スケ ルツ ァン ド”と付，記された 「小 さな父

,1,1111」の）iが深い。

またこの第 8番では、伝統的なメヌエッ ト

CD 3 (UCCG-'1365) 

フルトヴェングラーのシューペルト

フルトヴェングラーといえば、まずペー ト

ーヴェンの人家でありプラームスのスペシャ

リストであり、別の側1f1jからはワーグナーの

i行j,ji.l',・として!,,:,・::;の解釈名＇であった 。つまり、
純粋なドイツ (Iり粕神がその芸術的情感の根ii!;し

となっていたのであろう。1,,1じドイツ，ll:-1剖な
ので、ついうっかり、ドイツとオーストリア、

ペルリンとウィーンを1,,1夕'']に扱いがちだ。フ

ルトヴェングラーも、 • J i- 、必、ウィー ンを愛し

たし、オーストリア人のカラヤンはいまペル

リンで絶Ji'iをきわめている。そう ，iえば、 ド
イツ人であるペートーヴェンもプラームスも

ウィーンでloc功した芸術家で、求邪の島l"iの
われわれがiltHするのも無）用はないかも知れ

なし‘

しかし、フルトヴェングラーは、現時，,.'.(か

ら振り返ってみると、純粋のウィーン染派、

つま りハイドン、モーツ ァルト、それにシュ

ーペルトを、 さきの ドイツの 3人のと きほど

,IJ!I; 条件に成功 した紺湊を残していない。これ

らのウィーン柴派の作，',/,では、 他の指揮名＇の

祇炎より絶対的にす ぐれていると ，iいきれな
い）j）J合を,,,_じている。

その中で、シューペルトでの成功率はたい

へん ，•,':j いと息われる 。 シューペルトの中にあ

る占典派的形式必とロマンティックなリリシ

38 39 



ズムが、フル トヴェングラーの背楽の性格と ある 。 ， '7 111 秀和 さんが、 その J,~初の外逝のと レコードについて共辿であり、大家というも

共辿するところが多いせいであろう。1951年 き聴かれて感激されたというときのものでぁ のが、ときによってやりかたをkれするわけ
ペルリンでの父9料1ll1ti¥9番ハ1も淵など、いか る。 ，'71.1―lさんは、パリの関係者から、パリで のものでないことが明l原にされている。それ

なる．意味でも、他のiii(炎一ーフルトヴェング は何がいちばん良かったかと＜ふねられて、 でいてなお、今'"'のこのレコードのiii紗さが、

ラーr,身のをふくめて一 の追随を，作さない 「パリで1,,,:翡の指揮者はフル トヴェングラー より9優れたものとして感じ られるとすれば、
完令性をそなえたflJ刊釈を示している。強靱な で、パリで1立翡のオーケス トラはペルリン ． そうした解釈が、 M良の幼米をもたらすもの
筋fi:J質の巡動感と悲1,'riなまでに深いH-t,'I、ほ フィルハーモニーだ」と答えて鎌な削iをされ として実現され、その 1こ、効米(Iりなiiii炎が、

がらかなイ位の1楊ざしと、サ ッと頬を冷たくす た、と,'::いている。このi斑炎も好iiiiには述ぃ 何の述禾II惑もなく、 r,然な流れの中に沿解し
る腎り、 明II行のJtイ／：するが思議な、 しかし、 ない。 しかし、最晩年のフル トヴェングラー て、劇的なものも,1、J1(1j(Iりな沈滸も、急辿した

決してイ唆感を北えさせないi8);に満ちた行 は、先人観できいているつもりはないのだが、 ,l介）もうたい続ける紅絲iiたる情紹も、すぺて、

楽がここにある。火オの作1111を大オがivi炎し どうも、気力の持続に欠けているような気が ひとつのn楽として統合されているからであ
た、文字どおりの"神わざ”がそこに，記録さ する。 ろう 。こうしたl―'li,l:iさは、精神の翡楊や燃焼

れている。 この盤は、 1952年 2月のw砂さで、ペル リ (/)激しいフル トヴェングラーだけに、かえっ

そのハ此湖父押1111の名iiii炎にくらぺると、 ン ・フィルハーモニーの定期iiii炎会の録('j・で て珍しいケースとも ，iえよう 。やはり、 1952

そこであれだけやれたフルトヴェングラーの ある。絶墳されたプラームスの第 1父9展1111と 年のフ ルトヴェングラーは、も っとも完成さ

指揮ぶりとしては、いままで公表されて きた f,;JじIIのi訓炎である。あのプラームスで、そ れた公域にあ り、気};も、 "'し分なく允実し

〈木完成〉のレコードは、どれも完令なi,均）止 の1111の」と現として1心・::;の域に達していたフル I ていたものと息われる。今後、フルトヴェン

に達するものではなかった。 ウイーン ・フィ トヴェングラーは、この {,Ii:完成〉でも、ほ グラーの (..fi:'.必成〉というとき、私はこのレ

ルハーモニーとのスタジオH/{・は、ある種の とんどJ'I!想の達成というぺきiii(炎を繰り広げ コードをJffiすことになるだろう。

'f; ぬるさと、 f,;J時に、それと災llllな深刻さが ている。楽，：加の解釈のしかたでは、 ），日本的に （ロザムンデ〉／釘111のほうは、 1%3年 9JJ 

額を/11して、令体にバランスの悪いi¥i(炎にな ，iって、過上にレコード化 されたものとの1/iJ のペル リン ・フィルハーモニー定JUJiiii炎会か

っている。ペルリン ・フィルハーモニーのも に辿いがあるわけではない。'j¥;/布折イiのこの らの録行である。この1111も、フル l、ヴェング

のとしては、 1948年のものと」954年のものを 1111のスコアには、フ ルト ヴェングラーのウィ ラーが けか ら得.!J:としているレパー トリ ー
聴くこ とができるが、 1i•i 者は、テンポの述い ーン ・フィ ルハーモニーとのi灰炎の解釈を、 で、レコー ドも多い。それらに I{.して、この

緊辿した名楽性が•種の感動を呼ぷものの、 プルーノ ・ワルターがニューヨーク ・フィル レコー ドの iii(炎は、とくに 1i•i 'I"·の緩徐な背楽

f,;JじIIの超名iii(として記録に残っているプラ ハーモニックで行ったiii紗さの陪釈と対比でき で、きわだってfol.¥秀である。 シューペル トの

ームスの節4交押1111ではピッタリのこの悲伯 るように、 必明に記人してあるが、フルトヴ メロディ ・ラインの生かしかたは独特のもの

感も、シューペルトではどうか？ ェングラーがこのスコアに対して持っている で、こうした息の長い ‘｀うた”のうたわせか

1954年のは、 iiii炎旅行先のパリでのi斑炎で ", 成みかた”の），口本姿勢は、現イfのすべての たでフル トヴェングラーにかなうものはいな
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い。全体にゆとりのあるテンポをとった演炎

で、.,,安に満ちたこの1ll1の楽想に合致してい

るが、やや緊辿感に欠けるうらみ無しとしな

し'o

交響曲 第8番口短調 D.759〈未完成）

（シューペルト）

シューペル トの父押1111は令部で101111.({.(1:し

たらしい。そのうちのひとつは削失してしま

い、ふたつは木完成であるが、その木‘必成の

父押1111のうち、口狐期の1111がとりわけイi名な

のは、 1111のあらゆるflAIJ所にあふれている l「<

切なく 必しいメロディのせいであろう シュ

ーペルトが，1ドいたも っとも必しい背楽の集約

である。

第 1楽章 口短，』l、 1ヽ分の 3打I{-、アレグ

ロ ・モデラー ト、ソナタ形式。

第 2楽章 *1乏，・↓1、8分の 3!(1 {-、アンダン

テ ・コン ・モー ト。

このふたつの楽，・ドをともに 3Jl'I r-で，'tいて
しまい、続くスケルツォが.,,然のことに 3拍

rなので、楽想の後が続かなくなったという
のが、;'¥楽心J'H学的にもっとも (J'j'j・できる

「木完成」に終わった則Iiiと息われる。

（ロザムンデ）序曲 D.644(シューペルト）

シューペル トは、 JII:界的な名内を得ようと

して、せっせとオペラや）≫1J;'~-楽を -,' f いたが、

いずれも成功しなかった。それらのなかで



〈ロザムンデ〉のための ;''i楽が、 その1111の綬 していく 。誘くべき‘．益感にあふれた甑炎がこ

秀さのために後 Ill:まで知られるようにな っ こに聴かれるのである。

た。シューペル トは、わずか20111/IJのうちに、

炊げ1fJ;'¥楽 21111、IIIJ炎111131111、独約 IllI 1111を作 合奏協奏曲二長調作品6の5(ヘンデル）

1111してしまうという火才ぷりをホしたが、 Ii一； ヘンデルl'I身が,','(秘に 湘きこんだII付によ

1111だけはIll作 〈1磁法の';咲琴〉の1釘111を流川し ると、 作品 6として まとめられた121111の合炎

た。今 IIではそれが 〈ロザムンデ〉Ii打111とし 協約Ill集は、 1739年 9)]2911から10)]3011ま

て知られている。 でという短いJリJIii]に集中的に作1111されてい

(1977年）［福永賜一郎］ る。そして翌 1740年 2月にロンドンのジョ

ン ・ウォルシュによって出版されたが、各1111

霊感にあふれた演奏 は、作1111後まもなくロン ドンで 〈屯セ シリア

フルト ヴェングラーが、パッ ハやヘンデル の祝 IIのための頌歌〉や 〈アレクサ ンダーの

の竹，；玄楽糾1111や協炎1111を、ペル リン ・フィル 翌‘以：〉〈アチスとガラテア ） などの I ・＊油の 1:~を

フル トヴェングラーも、 J,,初のラルゲッ ト・ う。ふたつの変炎を持つギャラント様式のメ

エ ・スタッカー トを「アダージョ 」 とし、次 ヌエット。I/liJiの「アダージョ ー アレグロ」
のアレグロと つないで、 1灼111として扱う 。 と と共に、ヘンデルがム ッファ ト(1690-1770) 

J,;J時に、 最終楽 iドのメヌエ ッ トを、 その前の の作品か らf/'//11し、 j,;J時期の 〈咽セ シリアの

アレグロと順番を人れかえて蔽炎している。 祝 IIのための頌歌〉の1釘111にも ，'fきかえたも

また、ここでの油炎に使Illした近代オーケス のである。

トラ）IIの，；玄楽合炎）II紺1111版は、辿炎低 ('jーにチ 第 5楽章 アレグロ、二此瀾、 4分の 4拍［ー。

こンパロを使わないため、ピチカー ト炎法で 11,. 気にあふれたアレグロは、多数の l、リル

オリジナルのイメージをIllそうとするところ と・I命しげでリズミックな i'.頌のロンド風だ。

も聴かれる。 ［小林利之］

第 1楽章 アダージョ アレグロ、二lも淵。

緊辿感みな ぎる独炎ヴァイオリン部の）J i,li 

い i'.題にはじまるアダージョ (4分の 3拍［・）
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CD 4 (UCCG-9366) 

フルトヴェングラーのシューマン

フル トヴェングラーのレパー トリーの核心

は、ペー トーヴェンからプラームスにtるド
イツ ・ロマン派にあったこと は改めていうま

でもない。このことは、彼がのこしたレコー

デイングに も反映しているし、 4'Jc Jlt紀以 1-.

に及ぶペル リン ・フィルハーモニーでの公油

，記録にも兄られる。そして、ペー トーヴェン、

シューベル ト、ワーグナー、 プルックナー、

プラームスの 5人の作品をとりあげる機会カ

とくに多かった。そのドイツ ・ロマン派の後

裔としてのハンス・プフィッツナーとリヒャ

ルト ・シュ トラウスもしばしばとりあげてい

る。

このフル トヴェングラーの レパー トリ ーを

概観してみたときに、 ，,mもが直ちにおもい.,,
たることがある。19111:紀ドイツ ・ロマン派の

人作1111家の系燐のなかで、メンデルスゾーン

とシューマンのふた りの作,',/,はあまり r'がけ
たことがない、という • Jr実である 。

1922年から 1954年までのペル リン ・フィル

ハーモニーの巫）り）公演でフルトヴェングラー

が指揮した作品 II録 （プロックハウス版、

1965)にあたってみると、シューマンの作品

で油炎されたのはつぎのとおりである（カッ

コ1J、］はlul数）。

父押1111第 1番 (4)、,j';l番 (I)、,j'¥;;骨

44 

(I)、第4番 (7)、ピアノ 協炎1111 (8)、ヴ

ァイオ リン協炎1111(1)、チェロ協炎1111(3)、

コンツェ ルト シュ トゥック作品92(1)、〈マ

ンフレッド〉 1;-;1111 (3)、〈ゲノヴェーヴァ）

I ;-;1111 (1)。
公iii(Juj数の総斌からいえばとくにすくない

とはいえぬが、第 3番〈ライン〉のようにフ

ル トヴェングラーにむいているように息われ

る作品をたった 1I父しかとりあげていないと

いったJ'l!.11!は心リJである。フル トヴェングラ

ーは指揮れ•と し てはめずらしい論客で、 すく

なからぬ芥'tがあり、ロマン派音楽について
の彼の兄f'J名.,; 命ぢが発t<されているが、 シュ
ーマンについての発，iは見られない。Ji.;く容

，認されているように、シューマンの父押1111は

その構成のIllじ渋さとオーケス トレーションの

l)lj体が、容，，忍できなかったのではあるま いか。

しかし、 そのシューマンのレパート リーの

なかで父押1111ではf;i'¥4番をとりあげたj11j数が

もっとも多く 、とくにレコーデイング ・七ッ

ションまで行ってiiiりも記録をのこしたという

ことは、4つの楽 ,・;・iがき れめなしにiii(炎され、

あたかも令休がひとつの楽咽の作，'11',であるか

のような人きなうねりをも って構成された、

ロマンティ ックな感情の起伏をフル トヴェン

グラーが好んだのだろうと忍われる。

録{¥・された1953年 5JJはフルトヴェングラ

ーが亡くなる 1年r-,ili、彼の111後期のレコー

デイングであるが、ただりtにシューマンの名

油 というばかりではなく、シュ ーペル トの 第 2楽玄 ロマ ンツェ。かなりおそく 。

〈ザ ・グレー ト〉と ならんでフル トヴェング 第 3楽章 スケルツォ。いきいきと。

ラーの交押1111のもっとも(iれたレコーデイン

グと して後世にのこ されること になった。 シ

ューマン l'I身が、 "k1守弦楽のための父臀i(iり

幻想1111" と呼んだ、人きく 1111折 したエモーシ

ョンの起(J;;の幻位!(iりなよ現が見']fに達成され

ているのである。

イギリスの批，;-1琢ピーター ・ピリ スが、

「フ ルトヴェングラーが、この レコーディン

グで特惰に値する勝利を収め、彼に対しても

っと も(hi見を捻いている人間たちからさえ'ft
,.I'/をかちj(J,たことは、他の作品に｝いられる彼

のイi名なテンポの変動が、気まぐれの1祈廂で

はなく 、その作，',,',1'11本に対するふかい研究の

成呆であったことを，iiE明している」（横山 ・

雄，U{ 「レコー ドのフ ルトヴ ェングラー」 、

1980)といったと おりであるが、さらにつけ

) lllえれば、フルトヴェングラ ーのこの作品に

対するなみなみならぬ愛＾咋の所廂だったから

だといいたい。

49年12月のテイタニア ・パラス トにおける

ライヴ令k(;-の（マンフ レッド））杓111にも、フ

ル トヴ一Lングラーのシューマ ン解釈のふみこ

み）iの）'/.味というものが兄られるのが典味ぶ

かし' •

交蓄曲第4番二短詞作品120

第 1楽立 かなりおそく いきいきと。
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第 4楽章 おそくーいきいきと。

シューマンが尖際にこの1111を，1卜いたのは

1841年で、 第 1番 〈イド〉につぐ、父押1111の 2

作IIにあたっている。 しかし、彼は代中にし

まいこんでいて、のちに人輻な改 ，~r を行って 、

1851年 3J J :{ 11に1皮l'I身の指揮で初iiii、後に

出版した。 このときすでに節 2 、~, 3番の 2

1111 が J'IJ 行 さ れていたので、 り~ ,., 番となったも

のである。

両端の 2楽淮がソナタ形式、中1/112楽れが

て名11形式で，,,かれているが、それぞれの楽収

は完粘したかたちをと っていない 第 1楽,;-,

は j;悶がひとつしかなく、終楽咽のl'i現部で

は第 Ii: 頌が和ii行されているというのがその

・例である。そして、全楽咽は休みなく続け

てiii淡されるので、 1'1111な形式の人きな l楽

;；tの父押1111と見なすこともできる。 シューマ
ンl'I身が、 "),ぶ弦楽のための父9界的幻想1111"

と呼んだのもそのl'Iillな形式をいっているも

ので、メ ンデルスゾーンの第 3番 〈スコッ ト

ラン ド〉と ならぷ、ロマン派父憫11111の代l<i'tり

な作，',/,となっている。

〈マンフレッド〉序曲作品115

パイロンの削，，寺「マンフ レッド」は、放浪

の旅を続ける多佑多感な ,,人公の ,';-年が、 貨

呆の I •I でかつて彼が束てた愛人アスタルテの



虚とめぐりあい、その許しをうけて魂の救済 CD 5 (UCCG-9367) 

を得るという物品である。 シューマンが、こ

れをもとに1,11111からなる1紐](¥楽を ，'Fいたのは フルトヴェングラーとワーグナー

1848-49年のことであった。この作品は1852 ドイツがイiした史 I・.空1iiiの人指揮行、ヴィ

年 6JJ 1311にヴァイマル窮廷1≫1JtJ);で初油され ルヘルム ・フルトヴェングラー (1886.I .25、

たが、 1;-:1111のみはそれに先，i:って/,i]年 3JJ 14 ペル リン 一1954.J1.30、パーデン＝パーデン）

IIにライプツィヒでii.ii炎されている。今は、 について，栢る時に、ワーグナーはペートーヴ

削(\楽としてはほとんどii.ii~さされず、 Ii打111の エンと ,If:_んでMも収災な作1111家のひとりであ

みがとりあげられている 構成は、 Jr,,炎祁と ることは，iうまでもないだろう。

フィナーレをもつソナタ形式で、 1-,'/然的なァ フルトヴェングラーにとって、ペートーヴ

スタルテの 1'.:俎が父$1'i・ JJil!ilし、 Ji,:後にマン エンは汗梨を学び始めた時から神のような({

フレッドの夕じを描いて令1111をむすぶ。 在であったが、少なくとも少年時代は彼はま

［岡俊雄1 るでワーグナーを,!H1lliしていなかった 15.; 迂

の時にヒルデプラントに宛てた手紙では「・・・

・・・ワーグナーなんてとてもまっとうな芸術家

ではなかったのだ。ワーグナー、ことにその

〈トリスタ ン〉が芸術作，',,',としてJi,;:大のもの

だと HJ~する 1U¥1I・：銘のワーグナー： :-:tF 名•に

/立•近お II にかか っ たが、ぼくの知るかぎり、

ワーグナー、とくに （トリ スタン〉はとうて

いがまんできない、としか，tいようがなかっ
たよ……」と述べているし、 J,;Jじ年に彼は11'1

J:J: のミンナ（フル トヴェングラーにピアノの

千ほときをした人）に宛てた手紙でも 「〈マ

イスター ジンガー〉を聴きましたが、残念な

がらなんの感銘も北えませんでした」と[.. J様

のことを ，'Fいている
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フルトヴェングラーがいつ頃からワーグナ

ーを 1り認改し始めたのかははっきりしない

が、それは彼のマンハイム時代 0915-18) Iヽ・ワーグナー ・メモリアル ・コンサート

ではないかとJflsillllされる。それ以前のリュー 0931年 8JIヽIII、パイロイト）、パリ ・オペ

ペック時代 (1911-15) に初めて 〈ニュルン ラ座での 〈マイスタージンガー〉〈 トリスタ

ペルクのマイスタージンガー〉を振ったが ン〉(1932年、 34年、 35年）、〈ニーペルング

(191 I年？ ）、続くマンハイム時代には 〈さま の指環}(1936年、 37年パイロイ ト、 1937年

よえるオランダ人〉〈タ ンホイザー〉〈 トリス ペルリン l•I 、i::伏成11楊、 1937年、 38年ロンドン）

タンとイゾルデ〉それに 〈ニーペルングの指 などがある。これ以降は政治竹勢がイヴむとに

店〉、〈パルジフ ァル〉を振り、この作1111家に なったため、オペラの令1111公油は激減し、 j:_ 

急接近している。 なものとしては1943年、 44年のパイロイトで

19J7年12JJ1411、フル トヴェングラーは，記 の 〈マイスタージンガー〉が知られているに

念すべきペルリン・デピューを飾ったが、こ すぎない（なお、),';J欠IIのとおり 1943年の公油

の時のプログラムも人・r,がワーグナーで占め はEMIからレコードとして発光された）。

ら れていた。〈 タンホイザー〉 1;•;111 1 で i,';をあ 戦後フルトヴェングラーが初めてワーグナ

け、続いて1,11じく 〈タンホイザー〉から 〈ロ ーのオペラ令1111を振ったのは1947年JOJJ3 11 

ーマ，沿り〉、〈パルジファル〉から 〈アンフォ の 〈トリスタン とイゾルデ〉であった（ペル

ルタスのII災き〉、〈マイスタージンガー〉から リン I•I 、i:歌劇場） そして 1950年 3JJ、 ミラ

〈ヴァルターのf,(,'!/1/1歌〉、〈ヴァルキューレ〉 ノ・スカラ座でようやく 〈ニーペルングの指

から 〈ヴォータンの作別〉と 〈1延の炎の(1楽 〉 巧〉の令1111公油が火」Jlした そして1953年10

と続き、 〈ドン・ ファン〉などを含むRシュ 月から IIJJにはローマの放送/,,)スタジオでiii(

トラウスの 3 作品で 硲を l~l じた この時彼は 炎会）f多式でふたたぴ 〈指環〉を指揮した こ

ふたりの泊廷：fk T・ ヘンゼル（別の；,t料によれ こで疑IIりに息うのはフルトヴェングラーは戦

ばクノーテ〔K11othe〕）とファインハルスの 後，1文もパイロイ トで＇ノーグナーのオペラを

1'1湊をしたわけだが、終油後の1位診＇{とはだれも !'.iii(していないということだ (J951年と 1954

が歌手についてではなく、このマンハイムII', 年のオープニングでのペー トーヴェンのmg
身の杓い指揮名＊について，iiiりあったという ， は指揮しているが） ，、 ＇火l深彼は「パイロイト

その't111の新1;りはこれを「岱跡」と表現した。 では作1111行の心：IXIしていた神きや輝きは‘必JJl

その後もフルトヴェングラーは井，VJnりにワ されないのです ただ 〈指環〉の初蔽を経験

ーグナーを指揮したが、~'; ・. 次人戦中までで したあとで作1111された 〈パルジフ ァル〉だけ

，記mに留められるぺき公訓はジークフ リー は別です」と述ぺているが、政治(IりPllilJも令
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く与えられなくもない。 しかし、はっき りと

, iい切れるだけの行料は今のところないよう

である。

1952年 6JJ、EMIによる 〈トリ スタンとイ

ゾルデ〉（ フィルハーモニア符弦楽 I-~ ) の全

1111録音・を試聴し終えたフル トヴェングラー

は、冷1年のローマでの 〈指1.;1〉のi籾を提案

したが、 EMIはウィーン ・フィルハーモニー

との録;"-;・を j:_,;JJし、彼もこれを受け人れた。

1954年 9月から IOJJに泣初の 〈ヴァルキュー

レ＞令1111が終 (したが、巨匠の余命いくばく

もなく 、その約 2カ）j後水辿に加らぬ人とな

った。この 〈ヴァルキューレ〉が彼の泣後の

ii.ii炎であった。

このディスクの演奏について

楽劇〈ニュルンペルクのマイスタージンガー〉

第1幕への前奏曲

19,191n2JJ 18、19、20111こ行われたペル リ

ン ・フィルハーモニーの定期浙炎会での収

録。この時のプログラムは(i)シューマン：

〈マンフレ ッド〉1杓Ill②プラームス：父押1ll1

第 3番③フォル l、ナー ：ヴァイオリン協炎1111
.. 

4ワーグナー： 〈ジークフ リー トのク距送行進

1ll1〉⑤1,;J: 〈ニュルンペルクのマイスタージ

ンガー 〉 第 1 硲への 1i•i 炎 1 ll1 であった。 (4)(:,)は

このデイスクにふくまれるもので、ともに19

IIの沿湊。特に（Sはこの1111の他録]tと比較し

て録;"'j・も良く、オーケストラと指揮名・が・休
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となって燃えに燃えた様 fが，；狽烈に伝わって

くる。なお、この 〈マイスタージンガー）が

l硲への1ilf炎1lhは、やいにして 2種類のヴィデ

オが,Ii販されている （〈フ ルトヴェングラー

とI,:1,,: 達）、〈世紀の指揮者大音楽会）に含ま

れている。 ともにドリームライフ）。ま た、

他の1111は①DG、②EMl、③MD+G (ともに

1811の収録）のデイスクで聴ける。

楽劇｛トリスタンとイ‘ノルデ）

第1幕への前奏曲とくイゾルデの愛の死＞

1954年 4))25、26、271lのペルリン・フ ィ

ルハーモニー迫JUliiii炎会の収録で、これは27

IIのライヴ。この時のプログラムは①ヘンデ

ル ：介炎協約Iii作，',/,6の 5②プラームス：父

罰 II⑦ 3番(3)プラッハー ：協炎背楽④R. シュ

トラウス： 〈ドン・ファン〉⑤ワーグナー ：

〈トリスタンとイゾルデ）から1ili炎1111と 〈イ

ゾルデの愛の夕じ〉。 C1Y?)はDG、Rcはチェ 1ヽ

ラ他でデイスク化された。この1111は他にも何

利国かの録音争が知られているが、録音の状態

なども含めるとこの11のライヴがペス トと，i
えるだろう。1111と指揮 /'j・の；'tit'[がぴたりと・

致した希れのiiii炎だ。なお、この1111をフル ト

ヴェングラーの指揮で油炎した元ペルリン ・

フィルハーモニーのティンバニ炎 者ヴェルナ

ー・テー リヒ ェンの ，j'!lさが火に感動(Iりであ

り、またi-,:1,,::の芸術の秘密を窺いクIIるこ とが

できるものと して引川 したい。「そのとき彼

が振り Fろしたタクトの批初のひと振りを私

は忘れることがないだろう。1irl約 111は斉炎チ

ェロのアウフタクトで始まる。フル トヴェン

グラーはそのイi手をきわめてゆっくりと沈め

ていった。私はかたずを呑んだ。こんな指図

ではどうやって弾き始めた らいいのか。私は

待ち受けた＿ そして、・IJ!f,のま っただなかか

ら忽然として、 IIJ↓りなく充実して温かい、よ

く透るチェロの (¥・が展1/ilした瞬1/iJがいつだっ

たのか分からなかった。……フルトヴェング

ラーはついに次の小節の頭を振り ドろした。

だがそれはひと打ちで振り Fろすのではな

く、準備を促すさまざまの動きを伴っていた

ので、 私も、他の楽且も、令iiを合体させる

和行の瞬間をl'I身で感じ収らねばならなかっ

た」（「フルトヴェングラーかカラヤンかJ、
テーリヒ ェン冴、翡辻知．淡訳、音楽之友社よ

り），

舞台神顕祭典劇｛パルジファル）

聖金曜日の奇苗

1951年4JJからペルリン ・フィルハーモニ

ーはカイロ、アレクサンド リア、 ナポリ、 ト

リノなどの演炎旅行にillた。これは1951年 、1

) l 2511、アレクサンドリアでのライヴ。プロ

グラムは①プラームス：父神 1 11! ~13 番② ドピ

ュッシー ：｛ィ父想1ll1〉から 〈公〉〈祭り〉R

ワーグナー ： 〈パルジファル）から〈I\~金11/i!

II の令i-~i'!〉④1,;J: 〈神々の&ft〉から 〈ジ一
クフ リー トのラインヘの旅〉⑤,,,, : {タンホ

イザー）Ji'1ll1⑥ペルリオーズ ： 〈ラコッツィ
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行進1111〉。この③ もフルトヴェングラーの傑

作のひとつだ。この1111の戦後の令1ll1Iゴ貨は

1951年 3JIと,1JIにミラノ ・スカラ瓶で行わ

れた。なお、 G効 も録ffが残されているらし
いが、まだ発光されていない。

楽劇〈神々の黄昏）葬送行進曲

これは 〈マイスタージンガー）1ii/炎1111とj,;J

じIIのライヴ。この1ll1はフルトヴェングラー

が11'.lii/好んで収り ,-.げていたもので、残され

た録(¥・も多い。この1111の彼の訓炎をルツ ェル

ン音楽祭 （おそらく 1948年 8JJ)で聴いたペ

ルナール ・ガヴォティ (BernardGavoty)は

日Jg{を次のように ，'tいてしヽ る。「……いよい

よ 〈夕距送行進1111〉の時がきた。それはm,寂の
間の中から油き ,-.がり、徐々に）JをJ("/してい

った。……そこで剣のテーマが始まった。そ

れは抜き身のギラギラと輝く剣だ。 トランペ

ットのソロを発進させるために、フル トヴ.c

ングラーは身を媒わせた。そして1ii/かがみに

なったかと息うと、再ぴすっくと l・・体を立て

た。彼の枠は犬を指したまま 1I・.まった。その

時見えた ものは、ただオーケストラの蚊，．．段

で、ちょうと盃をさかさまにしたような貨金

色のトランベットを作みほさんとばかりに*Ii

をふくらませているひとりのリ）だけだった。

盃の底はまるで輝く人股のように、オーケス

トラの地.,,線の I・.ヘ I・.へとあがっていった」

(Wilhelm Furtwiingler Po,1raits by Roger 1-laue11, 

Text by Bemard Gavoty, RENE KISTER)。



曲目について

楽劇（ニュルンペルクのマイスタージンガー）

第1幕への前奏曲

1867年に完成された沢劇。 この1i1i炎11りは

「マイスタージンガー」の動機に始まり、「愛」

の動機、「t,'J熱」の動機、「行動」の動機なと’

が組み合わされ、明快で党々とした音楽であ

る。

楽劇（トリスタンとイゾルデ）

第1幕への前奏曲とくイゾルデの愛の死〉

]859年以に麟。.l!!t,¥IH旋j¥!:と半音階的手法

をJ¥Jいたワーグナーの傑作。これほど・r・:能的
な必しさを為る ('j楽は他に特無だろう 。rili炎
11¥1と終硲の 〈愛の夕じ〉は沿（炎会）IJとして頻繁

に連続して沿湊される。

舞台神聖祭典劇（パルジファル）

聖金曜日の奇珀

1882年に完成されたワーグナーJ立後のf1

品。宗教的狸想を 11iJ北した神秘屈IJ。ここでは

救世dこの II~きと、その iこによって救われた被

創造物のYf・ぴが対比させてある。

楽劇（神々の黄昏）葬送行進曲

（神 の々紺十や〉は超大作 （ニーペルングの

指玖1〉 の J,~後の作品。これは節 3硲で炎雄ジ

ークフ リー トが死に、辿舷が館へ舛ってゆく

時に炎される。

［平林直哉］
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フルトヴェングラーのブラームス

ヴィルヘルム ・フル トヴェングラーという

指揮者がどんなに巨大な超人であったか、も

うずいぶん多くのことが話られてきている

が、それでもまだ,i;允分であると、 ,;ftもが感

じているのではないだろうか。以前から発必

されていて、もう何炭もくりかえし聴いてき

たレコードをもう一1父かけてみると、ま った

く初会のような快術をおさえきれない、そん

な経験は、フル トヴェングラーに関しては、

べつにイ速濃なことではなくなっているくら

いだし、木発l<だった録音・がIll:に出ると、そ

れがIll知のフルトヴェングラーのレパートリ

ーであっても、なお衝撃に近い感動をまきお

こす。こうしたことも、，淮しもがJUJl炉しこそ

すれ、特\'~な・Ji.』nとは受けとめない。フルト
ヴェングラーになら、 何だっておこり得るの

だと、 ，illsもが観念している。このような(¥楽

創造名は、彼の前にひとりも存在しなかった

し、将米にわたってほかに出現する llj能性も

f,tじられていない。

そのフル トヴェングラーにと って忠炒であ

ったヒトラーのナチス ・ドイツが終焉したの

が1945年。il;動梵11:.という不‘りな扱いが、 JI'

ナチ化法廷と連合 I •I軍の _l!!f, '.)11;認、証によ って解

除されたのが19<17年。60歳になっていたフ ル

トヴェングラーの人生は、ようやく Iii'/れわた

ったとはいえ、いまから考えると、もう夕刻

をむかえていたわけである。そして1952年、

やがて西の地 • JL線に沈まんとする ‘‘却叫＇は、

まばゆいばかりに燃え輝いていた。

今度、 ドイツ ・グラモフォン・レーペルで

CD化 されることになったプラームスの第 ・1

交押1111のレコードは、 J952年 2月のベルリ

ン・フィルハーモニーの定期浙炎会をfliiiペ

ルリン放送が中網放送したときの録行であ

る。この冬、新年,,,々 にローマにIiiかけたフ

ル トヴェングラーは、 RAJ (イタリア放送協

会）のローマ放送父神楽l・JIを指揮し、それか

らウイーンヘいって、 l"Iヽ):歌劇場で 〈ヴァル

キューレ〉や 〈トリスタンとイゾルデ〉を I・.

油するかたわら、ウィーン ・フィルハーモニ

ーと「プラームスのタベ」や第 9父,111111のコ

ンサー トを持ち、 2月にペルリンにもどって

きた。 8、 9、IOIIの 3111/IJおこなわれた定

期油炎会のプログラムは、 ぴペー トーヴェン

〈人フーガ〉、②オネゲル 〈父押的巡動〉Mauve-

mcnl symphonique第 3番、 Rシューペル ト

〈木完成〉交罰11,、それとプラ ームスの第 1

父押1111であった。

3月にはいるとすぐ、こんどは トリ ノにゆ

き、 10111/IJほど滞在してその地のRMの交評

楽1・JIを指揮している。括動））の允溢が想像で

きるこみあったスケジュールで、この一連の

イタリアでの放送録行の大部分~ペートー

ヴェンの 〈炎雄〉、〈巡命〉、〈IllJ,11〉、あるい
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はハイドンやプラームスの交9咽1111、プラーム

スとメンデルスゾーンのヴァイオリン協炎1111

などの大1111をふくむー はレコードとして聴

くことができるから、‘片時のフルトヴェング

ラーの気）Jの允実を l'I分の耳でたしかめるこ

とはたやすいのであるが、それらに比べてな

お、このベルリンでのプラームスの浙奏は傑

,，IIしている。プラームスを得紅のレパー トリ

ーとしていたフル トヴェングラーであるが、

その残された録粋の中でも、これはl'lli'/であ

ると息 う。

フルトヴェングラーが、ペー トーヴェンと

並んで、 プラームスをもっとも1ばなとしてい
たことはよく知られている。 しかし、ぷ也議

なことだが、彼は、レコード）IJのスタジオ録

)'¥-では、プラームスをごく少数の1111しかとり

上げていない。父罰111は第 1番と第 2番の 2

1111だけで、 jj,f者は追放解除直後のウ ィーンで

のSP録音・――これが最初からの.,,而盤ダイ

レクト・カ ッティングであったこと は、演奏

から知ることができる一ーであり 、後者は非

常に珍しいケースで、ロン ドン ・フィルハー

モニーとのただ II• りの録音・である。そして両
者とも、 iii叫謬は、フルトヴェングラーの

名抒になるできではない。以後なぜか、彼は

プラームスのレコー ドをつくろうとしなかっ

た。

いっぽう、ライヴ ・レコーデイングでは、

フル トヴェングラーは、 1及絶としか言いよう



のない感動的なプラームスivi炎をいくつも残

している。1948年10))2411のペル リン・フィ

ルハーモニーのコンサートのライヴである第

4父押1111のレコー ドが発・ノじされて何年たった

のだろう？私は、この レコー ドについて何

I虻;mったか数えきれないくらい、げ栄をつく
して，i/fってき たが、まだ足りない気がしてい

る。フル トヴェングラーにはこの1ll1の1943年

12))のコンサート・ラ イヴがあるが、 48年の

ペル リンの状況から,,,.まれた特別の演炎には

かなわない。尖は、このときの巫）リJiiii炎会は

lヽi)ープログラムで10))2211にもおこなわれて

いて、そのIIのほうのパッハの竹弦楽糾1111節

3番はドイツ ・グラモフォンでレコード化さ

れているから、シンフォニーもリリースがuf

能だと息うのだけれど、そのIIがり'・くこない

であろうか。

第 3父押1ll1は、 」949年12))1811のペルリン

のライヴがすでに出ていて、名油のほまれが

邸いが、 ドイツ ・グラモフォンからIllている

泣晩年の1954年 /4J) 2711のコンサー ト録音・

は、その年のIIJ)にフル トヴェングラーがイ<

婦の人となったのだから、 1'tif(である。

第 2父押1111のスタジオ録音・がほとんど収る

に足らないことはすでに述べた。が、この父

押11!1には、フルトヴェングラーのドキュメン

トとして、歴史的な瞬1/1)をとらえたものがあ

る。19/45年 IJJ2811、フルトヴェングラーは

氷結した近路ですべって倒れ、 lli'lil謹i位をおこ
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した。にもかかわらず彼はウィーン ・フィル

ハーモニーのコンサー トを指揮した。そして

咄測、彼の I •I外脱/ 1\ をふせぐためには殺·g も

辞さないゲシュタポのIU"-をのがれて、スイス

ヘl1• J けて 5 時にホテルを抜け Ill した 。 この大

•J i件の I I の録 (j" は イ＜完全なものながら 、レ コ

ードになって発光されている。 この1111には、

もう 1枚のペルリン・フィルハーモニーを指

揮したより良好な状態のレコードもあるが、

ウィーンの‘‘特別のII"のラ イヴには鬼気辿

るものがあって、 身の毛がよだっ。

節 1父？和IiiのSPレコー ドは、 フル トヴェ

ングラーが、戦後はじめてウィーンで レコー

ドU;"tをおこなった19<17年のJIJ--Jのものであ

り、 ]"j・も ii.ii¼も、あまり感心できないイI:I・ カ

りだが、フル トヴェングラーのこの1111の公Fil

レコードはこれしかなかったのでn屯であっ
た。別ii.i淡だと称して発必されたもう 1枚の

この,11,の レコードーー ウィーン ・フィルハー

モニーのii.i紗さー は、わざと背収を劣化させ

たj,i)じ録(j"の地液'[な再'E品である。

1i1f, 記したRAIの トリ ノ放送交押楽!・tiのii.ii炎

もII本でも発ヽjしされる IOf能性があると忍う

が、この ドイ ツ ・グラモフォン盤のとi鉗炎）り

IIが j力）J以1J、Jだということもあって、テン

ポの状態など、非常によく 似ている。しかし、

イタ リアのオーケストラとペル リン・フィル

ハーモニーとでは、フル トヴェングラー指揮

のプラームスii.ii炎として、ヽ ',然のことながら

比骰にならない。

いや比較してどうのこうのというのではな

しに、この レコー ドは、プラームスの第 l交

押1111のレコー ドとしてもフ ルト ヴェングラー

のレコー ドとしても傑出したものと1りi,iでき

る，プラームスは、この1111を非常に念人りに

作1111しており、ここに盛られたi陀楽(l(J'J:'.索の

種々相はきわめて多岐多様にわた っている

が、それがこれほど明確に浮き彫りにされた

iiiりさはめったに耳にすることができない。さ

すがフルトヴェングラーだと言いたくなる

が、 1947年のSPU(¥・ のときの、どこか締ま

りのない、まあよく，tったとして、悠楊辿ら
ぬ大河のような、それも流れの悪いiiii-½と辿

って、ここにはIJ行ののりき った話）Jがみなぎ

っているし、しかも、全体的に述めのテンポ

で',,みかけるように次々と音楽を繰り Illして
ゆくさまは、 見 Ji.というほかはない。第 l楽
,・;・, のJj-炎の節 1小節のティンパニの、奇跡の

ような‘‘詰め",これだけでも、このレコー

ドは無類の絶妙さを誇ってもよいと息 うが、

そのイi.1!!1, を，:・わせぬ汲得））が般後の・ffまで

続くのだから、聴き手は,;Iき込まれ、,;Iきず

り廻され、圧倒されつばなしということにな

る。

フル トヴェングラーのレコードは、現代の

(¥楽 'I'.訴にと ってのII大な辿発であるが、そ

の中でも"絶品’＇と ，iってよいものの 1枚と
して、このプラームスの弟 l父押1111のペル リ
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ン版が）111わったことをi{-ぴたい。もともと私

は、録/'¥'・状態でレコードの価値をうんぬんす

るほうではないが、これがステレオではない

ということなど論外になるほど、レコードで

聴けるプラームスの弟 l父,111111の トップにラ

ンクされてしかるべきものと確j;¥する。

(1985年 12)J) [福永阻一郎］

グルックの歌劇〈アルチェステ〉序曲

ギリシャ 神話を題材とした歌胤lj〈アルチェ

ステ〉は、名作 〈オルフ ェオとエウ リディー

チェ〉 につづいて、 1767年にウィーンで発l<
されたグル ックの代ld1eのひとつ，古代ギリ

シャ、テッサリアの I'.アドメ トゥスの紺気が

：悪化し、その生命が危ぷまれたとき、..u: かカ
身代わりに,,,_命を枠げれば、 Eは救われるで

あろうという 1111,化があった。 1=. の唆妃アルチ

ェステが進み出て、 i'I分が1義牲になろうと ，i

うが、その火紺愛の深さに感動した神はふた

りの,,,_ 命を救う・・・• •• といったりa;,,ドきのオペ
ラ。 グルックが臼uした序1111の i「⑫tヤ1,(I徳衆
にそのオペラのJjli(l(J内容を象徴的に伝えるた'

め）をN・現した典J¥!(1りなこの作品はウン ・ポ

コ ・ モデラートの）J 強い~I:屯な序炎にはじま

り、アンダンテ、悲劇的なシチュエーション

と深い情愁のぬくもり 、感動的な泳l!Jiと確侶

にみちた愛の必しさを秘めてiiii炎されてい
く。

このグルックの悲琺lj(Iりな格，lりの森さも、フ



ルトヴェングラーによ ってはじめて聴 きうる CD 7 (UCCG-9369) 

1111の兵の像と ,.j・えるだろう 。

［小林利之J 1954年のフルトヴェングラーと
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彼のブラームスの第3交響曲

第一次人戦後のフル トヴェングラーのl'f起

は、 1947年 5)]2511のベルリン・フィルハー

モニーの指揮台に立ったとき か らはじまった

ことはJ,り知のとおりである。以後、フルトヴ

ェングラーの祇炎括動はベルリ ン ・フィルハ

ーモニー、ウィーン ・フィルハーモニーばか

りでなく 、ヨーロッパ各地での油炎指揮も泊

発に行われたことはいうまでもない。 1952年

に彼はペル リン ・フィルハーモニーの常任指

抑者の地位にカムパックする。66歳になって

いたフル トヴェングラーの健康はかなりおと

ろえていたようである。この年の 6月にロン

ドンに赴いたフル トヴェングラーは、ほとん

ど r・.J Jを収して 〈トリ スタンとイゾルデ〉令
1111のレコードのための録音・を行い （ほかにフ

ィッシャー ＝デイースカウとのマーラーの

（さすらう )','人の歌〉なども）、 7月にザルツ

プル クにゆくが、 /J,li 炎にかか っ て•時 1 1いと不

能 を伝えられる。 だから 、‘常任に就任 した

BPO (ベル リン ・フィルハーモニー）の指

拙台に,,:ったのも 、1952/53年1虻シーズンは

12JJ 7 -9 11、2JJ 8 -1011、4JJ J2-J4 II、

5 Jj 15-.1911の 1¥1111のみだった。1953/54年

0)シーズンも 9)]15-17)1、12)]6-811、

~J J 4 -6 II、 ,1)]25-2711、 5Jj 23-2511 

の 51111である。この公i,iill程を兄てもわかる はリーザ ・デラ ・カ ーザに変更されているこ

ように、おなじプログラムを 2炭ずつやって とからも明らかである）。

いるけれど、かならず間に IIIの休息IIがは さらに 8JJには、パイロイトとルツ ェルン

いっている。BPOの巫]VJiり（炎会はおなじプ n楽祭で 「~'9 」を振っ ており 、 ザルップル

ログラムを 211ずつ行う のが『憎のようにな クに）.,!って;''j楽 祭のJ此終IIに、オール・ ベー

っているけれど、ほとんど 21-1つづけて行う トーヴェン ・プロを指揮 した (8)]3011、第

のが辿例であったから、1952/53年と」953/54 8番、 〈人フーガ〉、第 7番）。

年のシーズンの 91111の公油が規l!IJただしく 1 BPOのオープニング ・プロを振ったあと

IIの休みをと っているのは、フ ルト ヴェング

ラーの他1,!lLのJ'I¥廿lによるものと推察しても

よいのではあるまいかとおもう。

フル トヴェングラーがBPOの指揮台に被

後に ,i:ったのは195,1;55年シーズンのオープ

ニングとなった 9))19-2011のi斑炎会で、 i'I

作の第 2父罰111とベー トーヴェンの第 1父9嬰
1111を販った。このときはめずらしく 211つづ

きの公iii(となった。 1954年という年はフルト

ヴェングラーはおどろくほどの1し［盛な音楽活

動をぶしていた。この年 3J-J 12 LIから9J-]20 

IIまで、10のオーケス トラを指揮して、コン

サー トを551111、オペラをJOl11I指揮したという

（川 l・催)If)ベ郎氏による）。なかでも IIざましか

ったのは 7J)から 8J)にかけてのザルップル

ク音・楽祭で、 〈1磁弾の射T〉 と 〈ドン ・ジョ

ヴァンニ〉をそれぞれ 51111指揮し、）JIIえて映

l也iのために 〈ドン ・ジョヴァンニ〉のiii(炎を
行っている （これが打楽祭の尖況撮影でなか

ったことは、背楽祭のキャス ト、 ドンナ ・エ

ルヴィ ラがシュヴァルッコ ップフから映llhiで
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ウィーンにゆき、 〈ヴァルキュー レ〉の全1111

録音・ (9)]2811-10月 611)をレコードのた

めに行う 。これが、フルトヴェングラーのJ,{

後の指揮となった。lOJJ・1・,ばに気竹文炎のた

めバーデン＝バーデンの税1姿所に人院し、の

ちにスイスのクラーランでm卜1足するが訥状が
はかばかしくなく、 11,:び人院するが、IJ,li炎を

併発してlJJJ 3011にバーデン＝パーデンで68

歳の'lc.i/Hをおえたのである。

このプラームスの第 3父押1111は1954年 /4JJ 

2711、フルトヴェングラーが創造の火の尽き

なんとする板後のはげしい燃焼をぷした年の

録 ('j-である。フルト ヴェングラーの死後 l→数

年も経た1960年代の木頃から、彼のオと発l<の
レコーデイングのLP化が数多くきかれるよ

うになった。その斌は、彼の加前のオフィシ

ャル ・レコーデイングの総:,::に辿らんとする

ぐらいに多い。彼の没後から年経て発J<され
たH;¥・のことごとくはコンサー トあるいは放

送のライヴ ・レコーデイングだが、これらの

すぺてを辿じていえることは、f,,大な沿i炎家



の訊重なドキュメン トというに値 しないもの

はひとつもないということである。なかには、

ォーソライズド ・レコーディングできかれな

かったレパー トリ ーもあれば、ベー トーヴェ．

ンの人部分の父押1111のように同一1111の沢なる

時期の凡なる浙炎の録音・がい くつも爪複して

いるものもある。1lli者はもちろんi't,r,: なもの
であるが、後行の楊合の怠義もフル トヴェン

グラーのような具の創造的生命｝」を油炎に打

ちこんだ大指揮者の楊合には特別な必味をも

ってくる。おそらく、多くのひとは、フル ト

ヴェ-ングラーに関して、 HIIII沢盤は多ければ

多いほと布り難いことだと忠っているにちが

いあるまいし、 'W者もそのひとりである。そ
のように数多いフル トヴェングラーのレコー

ディングの辿J穎のなかで残念に息われていた

ことは、レパー トリーの偏在である。ベー ト

ーヴェンの父押1111の数多いことはとくに II、i:

っているが、それにしても釣り合いのとれな

いほどすくないのがプラームスである。

フルト ヴェングラーは1i'.1l1iレコードのため

のオフィシャルな録')~·は第 ・1番 (Jg,17) と第

2番 (1948)の 21111しか行っていない。これ

はI;i:外なことである。彼はそのれ内で多くの

情然を傾けて，¥ifった作1111家はパッハ、モーツ

ァル ト、ベー トーヴェン、ワーグナー、プラ

ームス、プルックナーであり、とくにベー ト

ーヴェン以後の 4人により多く傾倒していた

ことは文草にもレパー トリーにも示されてい
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る。ペルリ ン ・フィ ルハーモニーでのフル ト

ヴェングラーのコンサー ト・ プログラムの小

llll 了• （プロックハウス版、 J965) がある。

1922年から195,1年までの間、彼のこのオーケ

ス トラでの定期演奏会のプログラムー克よだ

が、もっとも多いのがペー トーヴェンである

ことはいうまでもないが、それにつぐのがプ

ラームスである。父押illlだけみても、 ti,J番

が141"1、第 2番が 9l"I、第 3番が8i"i、第 4

番がIJI,りである。戦後の空白をのぞく 20年余

りにこれだけというのはいかにもすくないよ

うだが、 1933/34年までのシーズンで11il"I10 

ないし141"1のプログラムしかなく、ナチが政

権をと った以後は II,'f. って減った (1941/42

年の121"1というのが例外的に多いが、あとは

6 -8 l"Iぐらいである）。1947年にBPOに復

加してから 1954年までの 7年間でも合計331"1

のプログラムを数えるだけである 。 総~ 1 244

1,,, のプログラムでのプラームスの交烈界1111の数

はすくないとはいえない （オール ・プラーム

ス ・プロは1933年 5JIの'I囁延JOO年記念コン

サー トのほか 2i"I行っている）。

そうしたことからも、フル トヴェングラー

がプラームスのレコー ドを公式にのこさなか

ったことはふしぎであり、第 3番と第 4番は

それぞれ1948/49年の比蚊的古い録音が死後

レコード化され、第 4番はその後1943年のさ

らに古い録音・が復刻された。 しかし、第 3番

に1対する限りいままでわれわれがきくことの

できた唯一の演奏が1949年12月」811のBPO フレージングとともに人念をきわめており 、

の叫りJiii湊会の折にとられた録]","-であった。 そういうことが、全体に音楽の表情にこまか

その1949年録むの第 3番は、フル トヴェン い陰影のくまどりや内1(1i(Iりなものを感じさせ

グラーのプラームスのなかでもひときわすぐ る。そのことは第 2、第 3楽収にとくに顕労

れた出来ばえのものであった。プラームスの である。フル トヴェングラーらしいという油

内而的なロマンティシズムの沈滸と感情の的 炎は 1949年の方に兄 られるかもしれないが、

拗の振,1,関の大きい、そして細部の抒情の佑il't 1954年の祇炎には彼のJ,姓晩年のいわば"解脱,,

なたたずまいなど、フル トヴェングラー以外 の様地を感じさせる。それは、フル トヴェン

の何人もなし得ない感動的なものであった。 グラー 自身がプラー ムスにつ いてい った、

このときフル トヴェングラーは63歳である。 ‘‘晩年にはベー トーヴェンが次節に，.j_括的に

そしていま、彼の68歳の油奏の第 3番をきく 。 なっていったのとは相述して、むしろ反対に、

この両者にはかなりのちがいがある。 いよいよ索朴に、静寂にnti索に、集中的にな

いちばん人きな相述は1949年のときに行わ っていった,, 0双訊：.i訳 ： 「行と ，i"!I:!」-

れていた提ぷ部の反骰が1954年では省かれて 「プラームスと今IIの危機」）、そういうこと

いることだが、全体に1954年の方がテンポが がフル トヴェングラーにも 兄 られるのではな

おそめにとられている。第 1楽意の提示部の いかとおもう 。そうしたことにもこのJ1l後の

みのタイミングは 3分07秒で大苑はないが、 プラームスの第 3番の録音がIll:に1/iJわれた．意

この分の;,,各をひくと トータルの油炎時間は 義の屯みを感じないわけにはいかないのであ

19,19年のが35分強にたいし、 5,1年の方は36分 る。

強（パンド ・プランクをのぞいた ,1-:味で）で (1976年）［岡俊雄］

ある。 トータルで 1分のちがいというのは大

したことはないようにも考えられるし、楽窄 フルトヴェングラーの〈ハイドン変奏曲〉

ごとにくらべても令部にわたって1954年の方 〈ハイドンの_jこ加による変奏1IJ1〉は、フル

が15秒1iii後ずつのびているのである。i碩炎II寺 トヴェングラーが特別に愛苅を感じて、 何度

1/IJからいえばその程炭なのだが、 49年の方が も、あるいは、しよっちゅう 指押して演奏会

テンポの緩，:,;.,が大きく 、 したがって音楽の起 に出 した、 1・1分でも得滋にしていたIll!であっ

伏、感1-,'iの振輻も大きい。54年の油炎は緑)¥- た。 もともと、ペー トーヴェンとプラームス

もよくなっているためでもあろうが、 内和部 は、フル トヴェングラーの レパー トリ ーの大

の明瞭度がよく、またこういう ,¥11分の扱いが ,i, 心であって、本拠地のペル リン ・フィルハ
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ーモニーのシーズンでも、ペルリン ・フィル 度に1≫11烈な変転を避けた、妊めのテンポで細

ハーモニーとのi,i淡旅行でも、あるいは,p,身 部の表＇情を丁玲 iに拾った落ち沿いた音楽が聴

でよそのオーケス トラを指揮しに出かけたと かれる。まさにI0:!1U1り風格である。

きも、彼のコンサー トのプログラムは、シ リ (1985年12)J) [福永陽一郎］

ーズ全体の中で、まず1磋先(i(Jにこのふたりの

大作1111家の交押1111、1仙約Iii、管弦楽1111が占め

る位間がきまり、そのあと、種々の条件がお

應されて、ヽ,,,時の指揮者としては大変に1ぷい

範IIりから選ばれた、ヴァラエティに富む111111

の沿淡会が形成されたのである。

しかし、 〈ハイ ドン変!k1ll1〉のi¥ii炎1.. , 数が

多いのは、lji,にプラームスの作品だからとい

うだけでなく、音楽の微妙な変化を捕らえて、

爾i色が変わるほどの印象の強い瞬!Iiiを、 mい
を過たず的を外さずつくり 出すという、フル

トヴェングラーの得滋の‘‘わざ”の1令好の兄

せ場として、この変炎1111が、またとない I:fl< 
だったからである。1111と油炎.r,・の相性がこれ

ほどうまく合致しているケースは'.)~に少な

い。これを越えるか、と忠わせるものは、 1,;J

じ伽111-r.・の第4父押1111の節 4楽収を、 ,,;Jじ指

揮者＇が指揮したり）j合ぐらいである。 IIまぐる

しく＇必わる表情の激しい落； ・',名が、ま った＜抵

抗を感じ させない i'\楽の !'I 然な流れと 1,;J J,,;•す

るという奇船 。フルトヴェングラーだけがな

し得た神技のJし,1本的例，証が、ここにある。
iii湊 l"I数が多いのだから、残された録('j・も

少なくない。ここに収録された油炎は、フル

トヴェングラーのこの1111のiiii炎の中では、過
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CD H (UCCG-9370) り返しiii淡し、改，lr版で1:1分のレパー トリー

として定沿させてしま っていたから、新たに

フルトヴェングラーと 出現した})孔典版によ って、人船な見直しを迫

ブルックナーの諸版について られることになったわけだ。彼の 「手記」に

このフルトヴェングラーの （ロマンテイツ は、 1941年の時．点で、既に、ハース批判が兄

ク〉をdeしく位ii','づけるには、 「フ ルトヴェ られる。以ドにそれを,;I川 しておこう。

ングラーのプルックナーはハース版」という、 「 l:IU1:1J ii;( 滸が発兄 さ れたのに、ハースは •Jr

誤った）直l,lfについて、整理しておかなければ 態に変化は無かっ たという 。 しかし、 • J r実は

なるまい。 ・Jr実。…..真実は、プルックナーが令集版に

1886年生まれのフル トヴェングラーは、 20 よってではなく、それ以1iりの語版によってイi

波の1906年、プル ック ナーの第 9番を振って 名になったということだ。彼が令集版によ っ

指拙者としてデビューしている。1903年にレ てでも1司じように'11(,{i名になっていたかど

ーヴェが振って初ii.iiしたばかりの難1111第9番 ぅかは疑Iii!だ。私にと って}:.I;/)なのは、 ‘`楽

を、 白ら選んだのだから、＇火に J:.1111な，1I: 裕と 語に忠、、よな人々のプル ックナー,,"パリサイ

いうべきだろう。''¥時は、 どの1111も改，ill坂し 人と法11t学者たちのプルックナー”ではなく、

かイ（在しなかったから、当然、 1史川楽諮はレ 真のプルックナーである。それに、 l'lll1:1JJJ;(諮

ーヴェによる改,m阪だ。 がイI在するなら、})孔典版のみをイ，(!散性のある

やがて、 1930年代になってハースやオーレ ものと ，i'うことはできない。そのためにはハ

ルによる第 1次令集版がFil行 され始め、 32年 ースによる‘‘歪1111ネ,i,,訴,,が必要なのだが、こ

にはハウゼッガーの指揮により釘~9 番の Ji;( の神話には伯！愚性がない。 ·… ••ここでプル ッ

典 ＝オーレル版が、初めて行になった。さら クナーの人格に対して成された変造ーープル

に第4番と第 5番の});(典＝ハース版は、36年 ックナーをi'I扮iにでっちあげてしまうこと一

に,.,翌の'.)こ）J派ペーム指揮のザクセン （ドレ ーは、必 （・レーヴェやシャルクなどの試みに

スデン） I ,q立竹弦楽団によ っていち'T'-< SP よる;,~初の変造よりもはるかに；r(人だ…...。

録音されている （つまり、ペームは、ノーヴ J以典版そのものが様々なのだ。ii,4番と第

アク版による述の初船を初録行したインパ 5番にだけオリ ジナル});(稿がイHt:しており、
ルの役，lfJjを油じたのだ）。 第 2番、第 3番、節 7番にはない。第 2番と

フルトヴェングラーは、その1930年代まで 第 3番では、ハースがオ リジナルを再構成し

に、既に、プル ックナーの i渡かな父9粕111を秘 t口が、その際、勝手な処理の仕方をしている。
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このように編成 されたオ リジナ ル脳本には、
トを占めているのにも 関わらず、時代様式の

淡とiJU,;Jされ、版の1::隅に限り粋えられてし
厭典としての価値はない。

~'i 5 番の楊合、 • If態は述う 。 ここでは比蚊 まっている―というわけだ。

してみれば、完全に1瓜典版にイi利な糸，＇渫 がも
フルトヴェングラーの録,・,.をチェックして

たらされる。J,;jじケースであってもが 4番の みよっ 。
、 第 4番と第 7番は改，lfl:反、 f:i'i5循と

節 9番はJ以典版、第 8番は1以典版によりなが場合には • J国が沢なる」（詳しくは、 1' 1 水社
I'll rフルトヴェングラーの 手，記J、232・233 ら節 3梨収を 10小節カットしたものだ。これ

ページを参照のこと）
に「手叫の記述を加えると、フルトヴェン

グラーが1瓜典版を、どう ）[JI. 拾選択したかが、

さらにフル トヴェングラーは、「様式的に ほぽ明 らかになる。
第 4番は、 明 らかに改訂版だが、フルトヴ統がとれているのが、 1以典版の I岱れた、•.'.,:」
ェングラーは、彼1・1身の様式観を象徴するよ

とし、そのパロック 的、合II/¥的な梨器法はワ

ーグナーの ロマン i義と対照を成すことを，認 うな、 il:11す-べき変更を行っている。 まず、

プルックナーの父押1111の中でも、 Mも複雑な
めている。その I・.で、 1,1,j名・の朴l迩.'¥は、そも

そも「紙の I・.に;1::かれていることと、‘必践と 様相を＇，！．し
ている筍 4番の改，1了の経過を、表

1のように柩則してお こう 。
の述い」に近いもので、それが、こんなにも

強，;J/J さ れ、人勢の擁，~ 名・を兄いだしたのは、
時代様式という慨念で物 を捉 えようとする、

現代の風i~II の糸＇渫なのだーーとしている 。
この 11暉後の部分が、')~は非常に，ri災なのだ。
一般的なプライ トコプフ版のペー トーヴェン

のスコアと、フル トヴェングラーの¥II:代の指

揮 I',・による沿湊を比較すれば、迩いの人きさ

が明 らかになる。そこにあるのは「f¥l柑IJされ

た楽滸一 対一‘必l繁にl!Clり押<,"¥-」、あるいは

「机，．．の設m刈l―対一現楊の処JI¥[」による-t¥1
恥¥、 つまり "Jr1¥,釈’＇の次 元の¥iii題だけで、

版の1::1凶はイ（：イ［しない。プルックナーiiii炎の
楊合でも、実は、それが非詣に人きなウエイ
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人きく分けると、 1874年の筍 Ifi;IAと、 80

年に改，trのII乳＇如がほぽ終（した節 2秘のふた

つ (Ca.D)がある。そして），し本的には第 2

脳に），しづきながらも、オー ケストレイシ ョン

をワーグナー化 し、シンメ トリ ックな躁り返

し部分を短縮して、歌劇(1りな雄11'術にVi'.き換

えたのがE これは(;j';3脳というよりは「初

2秘」＇と 1-<現するのが適切なのだ，(;j';~ 番
は、まず、この「第 2秘」 'Eの形でIll版さ

れ、 50年1/¥J近く、その形だけで人気1111として

広まったのである。

(;j'; 3番までの 51111の父押1111をすぺて鉗，l'lで

, 1:: いたプル ック ナーは、初めてのl.J:調となる

表 1

脳と完成年 版と111mがF I II Ill IV 1;1-

第 1秘 A ノーヴァク版 IVI 630 246 336 + J32 + 336 + 26 = 830 616 2.322 

1871年 1975年 入ケ~11 トリオ スケルツォコーダ

フ fナーレ B ノーヴァク1版フィナーレ zu IV/ 2 1878 477 

1878年 1980年 （り~2 似のフィナーレの 1iif段階）

第2秘 C ハース版 573 247 259 + 54 + 259 =572 541 1.933 

」880年 1936年 スケルカ トリオ スケルッt

(1881年とl臨年 D ノーヴァク l~i. IV /2 573 247 259 + 51 + 259 =572 541 1.933 

に微l~fl 1953年

第3松 E グートマン1版（レーヴェ 573 247 255 + 54 + 191 =500 507 1.827 

l函年-1888年 による改；lf版） 1889年

CJ< Iは〈ロマンティック）のJlllli... llの小節数を比校したもの ti,:l'梨，・図は、小節数の1,111,:11のイI:Jiが、
版によ ってl'cなるので，；兒明が必災だ。どの版も 1、リオは、 Iii!・ 1•, (T')が1又ill.. じサで，ザかれ、 T• ― 

T'・Fという共通の形式を採っている 3 種類の令集J:li./\ · C · Dは、いずれも T•の反復の）ri複分を、
以後の小節数に l・巣せしてカウン トしている。 .)j、フル 1、ヴェングラーが)JJいている改;rJJ:IJ.Eは、

トリオ 令体の小節数は5~ と共通なのだが、 T'の反復部を数えていないので、それ以後の小節数が8

小節、短縮されてしまう

以 J-.のようなJll!JIIで、スケルツォ ・ダ・カ ーポ:1;、1又復部も令部数えて、延ぺ小節数とした。ま

たEのリプリント版であるフ fルハーモニア版とオイレンプルク版では、第 3楽れのスケルツォ ・

ダ ・カーポ後の処）用がl'cなっている。オイレンプルク版は反復，！じサで処Jll!したために、非常に複雑
になっているが.I又復（ダ ・カ ーポ）後が66小節短縮されるというのはフィルハーモニア版 （カッ
トの小節を削除し、辿しで1,1111開されている）と共辿で、 JolojJ阪1よ‘必質的にはJulじものと兄倣し得る〕
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父押1111/:i'l4番で、それまでの絶対背楽的な作 2)ダ ・カ ーポ後の終わりは、そのプリッジ

風から・歩踏み出し、ロマン的な恢;k;一 l!IJ の代わりに、 別のコーダで結ばれること。

ち、 描''j'.'l'i:や、文学的な災索を採り人れよう

と試みた。 しかし初船では、それは木il'i化に

終わり、 Ill:にii',ないまま改;]fされることにな

る。そして、第 3楽卒を「狩りのスケルツォ」

として令Jfli的に，＇｝き変え、全楽収を大改,nし
た弟 2脳で、ほぼ、 110りを達した。

だが、レーヴェをはじめとする必 ｛たちは、

それでもまだ不 ,.分だとし、グー トマンに渡

す1,1u,:1JJ1JK(諮を作る際、さらに手を加えたの

だ。プルックナーは、それにIIを辿し、 i'Iら

も，rr,Eのkl）を人れはしたものの、彼i'I身のJJ!(
，認の証ともいうべき、 II付とイニシャルは，記

人しなかった。 学者は、それを 「 ;[.~.忍保留」、

もしくは「改；［［に対するII行黙の拒否」の印と

して、その前の段階に1べして令集版を作った

のである。J//J:lllは、フル トヴェングラーがそ

うした変如 )!jJ所を、どう 判断したかだ。

何しろ表視の振1)関の）くきな人なので、緩．急

の変化や、 ，語 り11から1::1遁点を紋り込むのは

難しいが、第 3楽営には、数字で，:,E明できる

11al1所があるので、スポ ットを''1ててみよう。

改;]f版Eのスケルツォ楽咽の特徴は、以 F

の 3つ。

I)スケルツォ i吋¥IIの終わりが、絶収的にビ

リオドを打つ）fクではなく 、デイミヌエンドに
プ,,-, ジ

よる沿 らかな経過部で トリ オに移行するこ

と。
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3)ダ ・カ ーポ後、スケルツォ i抒．部の27-92

の66小節がカッ トされ、プルックナーのスケ

ルツォの特徴であるシンメ トリ ーが/Iiiれるこ

と。

このうち、解釈の迩いが数字で示されるの

は 3) だ。表2は、それぞれ、アプローチの

述う 3人の1,:1圧が、これを、どう処狸 したか

をボしたもの。クナ ッパーツプッシュがグー

トマン版通りに油炎しているのに対し、フル

トヴェングラーは66小節の削除を復話させる

のだ。おそらくレーヴェによる強,;Iなカッ ト

とみなしたせいだろう 。これによって、スケ

ルツォと 1、リオは、 255+ 5~ + 257となり、ほ

ぽ節 2脳と ),;)じシンメ トリ ーが仄った。フル

l、ヴェングラーの古典 jc_.i5i:(1りな造形観、プル

ックナーの形式に対する洞察の深さが、i,徴
的にぷされた11~,,所と，iえよう。これに対して

マーラーは、 使川したグー トマン版の，1:,き込

みによると、ダ ・カーポ後をさらにカッ I・ し、

彼 l'I身の第 1番などと 1,;Jじく「後'1'・短縮型」
を、より撤底させているのだ。

表 2 3人の巨匠による、第3楽章の処理

クナッパーツプッシュ 255 + 5,1 + 191 =500 

257 
フルトヴェングラー

255+54 + 1I 91 +66I =566 

マーラー 255+54+ 95 

第 3楽iれは以上だが、ロマン的な表現者と

してのフル トヴェングラーの特徴は、全1111の

1哀るところに亥IJl'llされ、このCDO)}:,きな魅

}Jとなっている。それを代表するのは、 f;i¥2 

楽窄だろう。ここにあるのはオース トリ アの

明るい森ではなく、 ドイ ツのIll'(い森。しかも、

外界の描‘がではなく、 シューペルトの 〈ザ ・

グレー ト）の筍 2楽沼と l,;J様、そのロマンは、

心に1,,1かう。J'J然によって俗界から遮断され

たことにより 、孤独感が1深 iヽ:つのだ。いうな

れば、 さすらい人のII災きであり、(','楽は．ひ

たすら心Jll!の内fllllに人ろうとする。それは、

フル トヴェングラーならではの深い瞑想と、

忠索の111界に糸，'fぴつくのだ。

［金子建志］
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フルトヴェングラーのプルックナー

ヴィルヘルム・フル トヴェングラー (1886-

19511)の演炎レパートリーの中で、プルック

ナーの交押1111は泣も屯災なもののひとつであ

った。ペー トーヴェン、ワーグナー、プラー

ムスを本領とした彼がプルックナーをも指揮

したのではない。「他の多くの作JIii家よりも

プルックナーを私はますます深く愛するよう

になる」と ，iった彼は、プルックナーの父押

JIii を極めて邸 く，評価していた。 愛 l •I心の強か
ったフ ルトヴェングラーは ドイツ背楽の輝か

しい伝統を誇りとし、しかもその兵髄が父閉I

JIiiにあるとして、父罰Iiiの 3大作1111家ペー ト

ーヴェン、プラームス、プルックナーの作品

のiii紗さを1・心 の1如命と感じていたのであった。
1906年、.,,時20歳のフル トヴェングラーが

指揮者としてデビューしたとき、指揮 したの

はプルックナーの第 9父押1111であった。 ミュ

ンヘンにおいてカイム1守弦楽団の共iiiiを得た
このiii淡会は、指揮者としてのフル トヴェン

グラーを II!:に，認めさせるに允分の成功を収め

た（そのとき ,,,]時にiiii炎された彼自身による

和＇しの口短瀾第 1父秤1111第 1楽？位は失敗であ

った）。

また191]年彼i'I身が作1111した〈テ ・デウム〉

について評論家の リーツラーは、「技巧的に、

また形式iiりには種々の欠点があるが、構想の



雄大さと；；'教的表現においてプルックナーの

〈テ ・デウム〉に似ている」 と，tっている。
フル トヴェングラーがl'Iら指揮した彼の第 2

父押1ll1のレコードを聴けば、種々の、,,',,:で彼が

いかにプルックナーに私淑していたかは、り）

白であろう。

1910年代ばかりでなく、続く 20年代におい

ても、プルックナーの兵1111iはまだlitに認めら

れていなかったが、フルトヴェングラーはつ

とめてこの楽,,その父9舟1111を多くプログラムに

採り人れた。1922年から彼は、特に第 4とが

7父押1ll1をさかんに泊湊している。

それゆえ彼が ドイ ツ ・プルックナー協会の

総故になったのはイ、思議ではない。]939年、

彼はプルックナーについての溝油を行い、プ

ルックナー父罰111のJJ;(典版について、その(1lli

値 を •Jn t ,UI,) し、プルックナーの (\-楽の持つ精神

的内容の允火していることを述べた。「この

;';-楽の，環の敬1炭さ、深さ、純粋さは、 ・I虻

体験したことのある人にと っては、もはやそ

れから逃れることのできぬものである」。「彼

は(¥楽家ではなかった。この ;'¥楽家は、此必

はエッケハル トやヤコプ、ペーメのような ド

ィッ 111,秘家の後裔であった」。「プルックナー

の代楽は聴れが完全に紺依し、・I!![我の様に人

ることをJUJ持し、災求する」。「プルックナー

の持つ}J 強 く索朴なものと 翡い精神性との ii~

合はドイツの音楽家に珍しいものではない。

プルックナーはその．，ば、 シューベルト、ハイ
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ドン、ペー トーヴェン、プラームスなどを先

背としている」。「プルックナーの似人な芸術

はまさに超時間 (Iりなものをぷl ••J しているゆえ

に、 現実的なのである」。「彼は今IIのために

作1111したのではない。彼はその芸術において

水述のことを名え、水述のために作1111した。 'I ． 
それゆえ彼は人]'¥楽家のうちでもMも多く，洪

解される人となった」

戦後もフルトヴェングラーのプルックナー

iii(炎は続いた。 195,1年の 8月、ルツェルンの

;'¥楽祭において第 7番を指揮しl'(.常な感銘を

'i・ えたが、それは彼の死の 3カ）l前のことで

あった。

我々は今IIテレビを通じて、 数 1年 前の映

両を数多く 見ることができるし、 CDなどに

よって古い沿湊をまのあたりに聴くことがで

きる。 しかしこれらの楊合、撤彩や録(¥技術

が今IIより劣ることは言うまでもないが、今

IIとは別の時代、別の社会を・,''f娯にその芸術

が牛まれたことをぢえに人れて鑑'ffしなけれ

ばならない。フル トヴェングラーの時代は現

代 とは別のiii湊様式が支配していた時代であ

った。またこうした録行が行われたのは、第

．．次Iii界 人ljll/.求期か、大戦後I/りもなくの窮乏

'I滋の時代であって、 (¥楽をiり淡するという

ことはりtなる慰めや楽しみではなく、 l;IJ追し

た精神の欲求に応えるものであった。そうし

た．点をど磁してこの泊湊をIf/)くならば、感動

はさらに深いものとなるであろう 。

ここに収められたiii湊のすばらしさについ

ていちいち述べる必要はあるまい。フル トヴ

ェングラーは、今IIの椋準から兄ると迎いテ

ンポをとる指揮者だと ，tわれている。それは、

ある程l虹 りたっているのであるが、プルック

ナーの父押1111においては、総体的に「tえば彼

のテンボはむしろ述い。ことにスケルツォ楽

れの述いテンポは_,.,しく 11hl性的で、作品にデ

モーニッシュな）Jを'j-えている。 とは，iって

も緩徐楽営ではまことに悠然たる足取り で、

時間を超えた無限の広がりを感じさせる。

またフルトヴェングラーはロマン的なt<現
の指揮行とされ、 •Ji'.必ワーグナーやプラーム

スなどのロマン派後期の作品ではその特性が

見']fな成果を生むのであり、プルックナーの

楊合も同様であることは否定できない。 しか

し同時に彼はプルックナーから感情過多、感

傷性を撤底的に排撃しており、その油炎はむ

しろ古典的と言うべきものである。邸外にも

テンポの延び縮みはなく、イン ・テンポでJill

し通し、それでいながら.}_d,'iは牲かである。

ことに経過的部分における作即lり.CT:味の、，況

得）Jにみなぎった」¥:JJlは火才的というほかな

し'o
フルト ヴェングラーの秘，1::カルラ ・ヘッカ

ーは.1,:名・「；忘れがたき {;-,日の,i,で、プル ッ

クナーの第 5父9界1111の純や／中に述べたフル ト

ヴェングラーのオーケス トラに対する指ぷを

＇記録している 。「プルックナーにおいて/iiも
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難しいのは、なめらかで、沿ち4咋いたイン ・

タクト iii(炎（拍節を保持する油炎）である。

何 らルバー トはない」。「プルックナーは弛湖

する，！じりをふんだんに使Jljした。だからそれ

以 Iー',n滋することをしてはならない」。「（ク
レッシェンドにおいて）金行はJ'J分の浙炎す

るffの，窃味を考えずに吹きまく ってはならな

い。いつも油炎する部分の必：味をはっきりさ

せ、いつも気品をも って一 」

これらの，i岱は、このCDの蔽炎でもあま
すところなく 休現されている。

その頃のフルトヴェングラー

この録音・が行われた 1951年は戦後のフル ト

ヴェ ングラーの泣もm蹄した時期である、
1947年、彼はl'iびペルリ ン ・フィルハーモニ

ーに戻り、ベル リンでペー トーヴェン・プロ

グラムを指揮した ] 948年にはペルリン l •I,i: 
歌劇場にII瀾 し、またペルリン ・フィルハー

モニーとイギリスを，l/iれた，＞ 翌年以にはザル

ップルク{,楽祭で (J延f1'i)と 〈フイデリオ〉

を指揮 し、また翌1950年には 〈J磁fti〉、〈フィ

デリオ〉、（ドン ・ジョヴァンニ〉などのオペ

ラを指揮している 0 j,;J年にはミラノのスカラ

I虹 こ客油してワーグナーの 〈ニーペルングの

指m〉令1ll1を指揮 し、 51年にはカイロとアレ
クサン ドリ アに赴いたのである。そのときエ

ジプ トの新聞はフル トヴェングラーを「今Ill:

紀J1丸・人の似人のひとり」とほめたたえたとい



う。 カイロはフ ルト ヴェングラーにとっては

怜遊の地で、ことに彼はエジプ トのルクソー

ルに;'恥足するのを好んだ。

またこの1951年のパイロイ トJ"i楽祭のJ'i:i!f.j

にペー トーヴェンの節 9交押11¥1を指揮 したこ

とはよく知られている。1杓米に行ったときは

バル トークを指揮 した。 フル トヴェングラー

の伝心を ，1:,いたクル ト・リ ースが1951年の 7

月rばから翌52年の 7Jj平ばまで、フル トヴ
ェングラーが指揮した都市の名を糸げている

が、それは西欧の28都diにわたる。53年には

ローマで （ニーベルングの指環〉仝11¥1を放送

した。 しかし、それからのちは次第に難聴の

炭がJV/し、 J,;我を得て195<1年11)]3011、バーデ

ン＝バーデン近郊のエベルシュタインプルク

で68歳で死去した。

交響曲第 7番

この1111はプルックナーの父押1111の中でも第

4 番と 並んで11~も数多く iり（炎されるが、完成

1虻とil!I性のJ迂現の.'¥より ，iえば第 4番をはる

かに凌ぐ傑作である。プルックナーのl°I然感

梢と；j・：教性は強く表現されている。翌脱で大

IIリなfll州やt'j緻な対1立法的処J-'llもプルックナ

ーの特徴を>J<す。この1111のピアノ IJ孔秘を見た

廿祁I(者ハンス ・リヒターは「ベー トーヴェン

以米このようなものは ，りかれなかった」と 感

咬した。

プルックナーはこの1111を1881年から]883年
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にかけて作1111した。第 7番はワーグナーに関

係が深い。ここではワーグナーが 〈ニーベル

ングの指屎〉に川いたテューパ四屯炎が川い

られている。また指揮者フ ェリックス ・モッ

トルが伝えたところによると 、プルックナー

はこの1111を、ワーグナーのタビの予感のうちに、

俳送行進1111として作り上げたという 。 ワーグ

ナーが死んだのは1883年 2))1311であるが、

節 2繋‘位のスケッチが完 （したのはこれより

3辿I/¥J1iliの 1JJ 2211のことである。そこでプ

ルックナーはワーグナーの死後、コーダ、す

なわち筍185小節から終わりまでを付け）JIIえ

た。令1111の総滸は1883年 9JJ 5 11に出米 卜が

った。初訓は 1884年12)13011にアル トゥー

ル ・ニキシュの指揮のドにライプツィヒで行

われたが、保守的な聴衆や新聞批判の反発を

買った。 しかし 2カ）1後、 3 JJ 101-1にパイエ

ルンのn都ミュンヘンでヘルマン ・レヴィの
指揮 ドに浙炎されたときは大成功 を収めた。

感激したプルックナーはこの1111をバイエルン

国 Eルートヴィヒ 2II し に ;,~ •止したのである。

総訊初版は1885年にFIJ行され、この滸はプ

ルックナーの他の交押 1111 に比し 、 ,•;,:稿とあま

り相辿がないとされていた。 しかし近年ロペ

ル ト・ ハースが作1111者の11;(稿を研究して、従

米のJJ印訊にはかなり彼の友人 （ニ キシュ、

シャルク、レーヴェ）などの手が人っている

ことを明らかにした。たとえば従米のオイレ

ンプルク版では第 2楽咽に トライアングルと

シンパルが）JIIえられているが、ハースはこれ

らのみならず、ティンパニも除いている。こ

れらの打楽器付）111は友人たちの助， iによるも

のだが、ハースによればプルックナーは結J;;J

飯後にこれを収り消す意志だったという 。 し

かしノーヴァクはまた作1111者自身も結），J変史

を承認したとも述べている。このフル トヴェ

ングラーの油奏はシャルクの校訂した改訂版

が基本となっている。 したがって打楽器も加

えられている。

楽器編成 ：フルー ト2、オーボエ 2、クラリ

ネッ ト2、フ ァゴッ ト2、ホルン 4、 トラン

ベッ ト4、 トロンポーン 3、テューバ 4、コ

ン トラバス ・テューパ、ティンパニ:;(I人）、

シンパル、 トライアングル、弦 5惰II。

第 1楽章 アレグロ ・モデラー ト、ホl{,淵。

低弦に始まるこの第 Ji戎且は21小節にもわ

たるl足人なものである。 これはまたプル ック

ナーの「枠 j:_題」とも言われ、父押1111全体の

始めと終わりに現れて、枠を形成する。この

主題がいっそう強く繰り返されたのち、符だ

けで第 2i: 題が出る。第2―I没．題部はかなり長

く、ワーグナーから学んだ近代的和芦が現れ

る。やがて全合炎の漸強となり 、怠にppとな

って弦がユニゾンで舞1ll1J,r,しな、軽くはずむよ

うな第:;j: 辿を炎する。木狩は対旋律を1次い

ている。

やがて金竹群の-和行が叫び紐けられたの

ち、）1l,'IJfJ部がJ'fioかに始まる。おだやかな気分
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が支配する。それから 3つの七俎は極めて巧

緻に展開される。

1り現部は第 Ii戎且がクラ リネッ トと第 2ヴ

ァイオ リンでII¥視する。ここでは引き続きハ

短調のままである。第2-n虹はホ知調でクラ
リネ ッ ト （ハース版ではオーポエも加わる）

で炎せられる。漕嘩があってから、節 3七俎

は1』;J様にピアニッシモで現れる。 コーダは低

しヽホ音のオルガン ・ポイン トの I・.に、弟 Ji'. 

題とその転1111が；ii厳に炎せられて、この楽ぶ¥:

を終わる。

第 2楽草 アダージョ 、非常に；IE厳に、かつ
非‘常にゆっくりと、央ノ、ク(i.』/，J。

すでに1ll1liJiからテューバの四市奏にコン ト

ラパス ・テューパを加えた合炎が低弦介炎と

ともに第 Ij; 題を炎する。感動的なタビのII災き

である。これに対してモデラー ト、 4分の 3

柏 fで始まる箱 2i砂凶は弦によ って陶伽・,りに

歌われる。やさしい火の他墳である。 しかし

この歌もやがて途切れ途切れになり、第 Ii'. 

題の；「隣し さが戻ってくる。h叫 1部が始ま っ

たのである。この展Ufl部は1及n楽的に処雌さ
れ、まことに聴き応えがある。ここでは後.,,.

に第 2 i畑が；IE厳に）1叫 lされる。総休 11・.を人

れて次第に静まり、 ii'iえよるかと 息ううちに

第 Ii:: 題がヴァイオ リン、＇ ヴィオラ、テ ュー

パによ って炎せられ、 T'f現部となる。第 lヴ

ァイオリンは執拗に放形を繰り返している。

ここに11大なプルックナー ・クレッシェンド



が殷J;f.jされる。テューパの1'4if(炎が1尺り 、1111

はホルンの第 1ーい題の想起をも って終わる。

1'1: 現部では ~'12 i'. 題がほとんど姿を現 さない

（つまり A-B-A-B-Aの形式である）。

第 3楽立 スケルツォ、非常に述く、イ短調。

弦が促する歯切れのよい 3打I[-の リズムが

4 1111繰り返されたあと 、 i砂tiこ俎となる。そ

の1iii'i''は l、ランペッ トで、後-r--は弦とクラリ

ネッ トで炎せられる。以 I・_3つの災索が次第

に激しく 踊 り ~F.う。この 3つの動機はそれぞ

れ性格を異にするがくそれが巧みに利川 され

ている。これらがあるときは対位法nりに処理
され、またあるときは楽器を似え、また人JJI!

な転調に跳蹄し、浄まり 、また昴まり つつ変

化するが、 しかし 一部の執拗なりり進的リズム

は失われない。 3小節の令休止ののち、へl乏

調の トリ オ（中1/¥J名II)がくる。「い くらか迎

く」と指ぷされている。ここの旋律は袢々と

レガートに歌われるのであるが、その動きは

スケルツ ォ部と共辿しているため、 l"'i者のI/II

の関連が密接である。1;u心たちの乱舞が済ん
だあと、人っチひとりいなくなった谷1111の1抒

まり返った風娯だとも ,i"えよう 。つまり、そ
のi"I然は1,;Jじものなのである。ティンパニは

スケルツォの リズムをときとき思い出させる

し、弦が浄かに音を延ばす1/IJに トランペッ ト

がスタ ッカートの音を吹き人れたりするのも

スケルツォの息いII¥にほかならない。 トリオ

の終わりはまた 3小節の令休 1卜.がくる。1此民
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たちが踊 りつつ、また近づいてくる。これは

スケルツォ i啜卜の忠尖な反復である。

第 4楽章 フィナーレ、快辿に、 しかし述す

ぎず、ホk,U:,J。

第 liこ題は第 1楽咽の第 Jj: 題から麻き /¥¥

されたものである 。 ，；玄の ト レモロが1'1'-~さして

いることも第 1楽，・ドに似ている。 この付.,:.,:が

ふたつ付いた強頚なリズムの I'.姐に対して、

総休1¥:のあとのヴァイオリンの第 2i'. 題はコ

ラール風である。 しかしチェロとコントラバ

スがピッツイカー トをせわしなく刻んでいく

から決して洛ち沿いていない。

やがて跳蹄(1りなltdドが全介炎のユニゾンで

)J強く炎せられるが、これは第 Ii; 狐の変形

にすぎない （これを第 :,i'. 題とする兄）iもあ

る）。付，＇奴ふたつのリズムもいよいよ炒J呆を

発押する。ここからだいたい/Jt耕l部に人ると

兄 られよう 。MIJfJ部は異常にl{く、諸 l戎0が

殷IJりされる。人規校な漸強ののち、 Iり現部と
なり、第 Ii'. 題が戻る。 しかしここでは筍 2

楽外't¥oi)様第 2i戎iは11i現しない。 コーダは；IE 
厳で、第 II改題の動機を繰り返したのち、l餃

後には第 1茉 ，・;q1I i'.:IJ:iが）J'J狽く ）べってき

て、「枠 i悶」なるIii紺を明らかにする。

［渡辺 護］

CD 10 (UCCG-9372) 

フルトヴェングラーの

R. シュトラウスとヒンデミット

このCDはフル トヴェングラー(」886-

1954)が第二次大戦後、 iii湊活動に復加した

1947年のコンサー トのライヴ録音から、 R.シ

ュ トラウスとヒンデミ ットの作品を 1枚に収

めたものである。このふたりの作1111家、シュ

トラウス (1864-]949) とヒンデミッ ト

(1895 -l 963)は、フル トヴェングラーと Iii)

時代に活躍した ドイツを代表する作1111家だ

が、作1111家でもあったフル トヴェングラーと

すぐれたiii湊家だったふたりの作1111家との1及l

係はかなり沢なっている。それにはそれぞれ

が作1111家であり油炎家でもある 3人の芸術

観、人間的な性格や年齢なども 関係している

が、フルト ヴェングラーが、 "1時、シュトラ

ウスとヒンデミ ットの作品のも っともすぐれ

た指揮者だったことはいうまでもないだろ

つ。

フル トヴェングラーは、 イi名な「ヒンデミ

ッ ト'Ji-件」が朱徴するように、 作1111家として
は彼とは作風が述い、また年齢も約10歳 ドの

ヒンデミッ トを擁，i投して、かなり-li't極的に作
,'11'1を紹介したのに対し、シュトラウスはフル

トヴェングラーが指揮者としてデビューした

頃、すでに作1111家としても指揮者としても Ill:

界的な名戸を獲得していたのである。フル ト
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ヴェングラーが1906年、 20歳でミュンヘンで

デピューしたとき 、すでにシュトラウスは

〈家庭交幣1 1111 〉 までの父~,!諒や大規模な管：弦

楽1111のほとんどを発表しており、 前年には大

きなスキャンダルとなった染殷IJ〈サロメ〉を

初油して、オベラ作1111家としても非常に注LI

されていたし、指揮者としてはペルリン宮廷

歌）ylj楊の第 l楽此という ＇災戦についていた。

フル トヴェングラーは指揮者として活動をは

じめてからシュ トラウスの作品をかなり 指揮

しており、 1917年のペル リン ・フィルハーモ

ニーとのはじめてのコンサートでも 〈ドン ・

ファン〉を指揮 し、後にカラヤンがペルリン

に初登場した時とITT!じように「奇跡の人」と

絶賛されている。オペラもマンハイムII年代か

ら 〈アリアドネ）、〈アラペラ）などいくつか

を指揮 したが、 〈サロメ 〉はいやいやながら

だったと伝えられている。

フル トヴェングラーはシュ トラウスについ

て1939年の 「手，記」の中で、「絶対汗楽から

離れた瞬間に無能さを9済にした。彼は絶対背

楽に ‘`耐えられ”なかったのだ。のち彼が特

別のイ1:・Jrをした楊合、それば常に絶対背楽家
としてであった」と ，1::いている ように、フル

トヴェングラーにと ってのシュ トラウスは、

あくまでも父憫噂の作1111家であった。'][尖、

油炎記録も 〈ティル〉が1201111、（ドン ・ファ

ン〉が771111、（タビと変容）が471且1と圧倒的に

多く、 '!=.ill¥に及んでいるのに対 し、つづく



〈ツアラ トゥス トラ〉(201111)、（家庭父押1ll1)

(141111)、〈炎雄の生涯〉(111111)などは、 戦後

はほとんど指揮 していない。またK戦木期に

完成された ('ii:容〉は、この録('i・が残された

47年10月26、2711の 21111のみである。なお、

この （変容〉の録↑子は、現在聴くことのでき

る泣初の録行である（スタジオ録(¥・はこの翌1

月、カ ラヤンがウィーン ・フィ ルハーモニー

とEM!に行った）。

シュ ト ラウスはフ ルト ヴェングラーを「 ,:~

大で傲1焚だ」と 見倣していたそうだが、 1920

，，ドにフル ト ヴェングラーをペルリ ン I • ! ［ヽ歌劇

楊の指揮者に椎枇しているし、フルトヴェン

グラーはシュ トラウスのJ,文後のオペラとなっ

た 〈ダナエの恋〉の初油がナチス''',},Jから梵

11・. された時 (19<14)、その実現のために）,UJ 

して然11-.処分を撤1111させている（しかし．こ

のオペラはゲネ ・プロまでこぎつけながら成lj

楊がl~l iJ'i されたため、和'[),J 、 初蔽は 1 952年に

行われた）。戦後もt;r,動を再j)fjしてI/りもなく

〈変容〉を指揮し、〈4つのJ,,後の歌）の初祇
も行っている。だが、この1,lij者は、ペルン

l、.W. ヴェス リングによると 、「社父弄でi}Ji

をあわすときは・,r.いへの ,(~敬 と ~I紅をぷしあ

っていたが、こと芸術に1対しては犬猿の仲で、

自分たちが木米永劫あゆみよることのないの

を、よく水知していた。ふたりは指nぼ とし
てだけでなく 、作11!1家としても根本的に述っ

ていた」のである。
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-・}j、1920年代にドイツの新しい音楽の瀧

児として登勘したヒンデミ ットの楊合、.,,時

のさまざまな手法を採り人れた作，＇山は、ロマ

ンティシズムに根ざしたフ ルトヴェングラー

の音楽性とは一兄相いれないように息われる

のだが、ベル リン・フィルハーモニーの指押

者になってから、 1925年の 〈1守弦楽のための

協炎1111〉をはじめとして、かなりの作品を演

炎し、 1932年にはペルリ ン ・フィルハーモニ

ーの利I,i•.so周年記念の祝賀コンサー ト のため

に依頼した 〈フィルハーモニー協炎1111〉の初

油も行っている。そして、1934年にはナチス

'ヽ¥).,jが I・.iliiを禁11-.したf,;J名のオペラの 行楽に

)、しづく父押1111〈llhi家マティス〉の初浙をJj父然

と行い、その結呆、イi名 な「ヒンデミッ ト •Jr

件」へと発展した。

この • JT- ('I:は、 ＇災するにヒ トラーのヒンデミ

ッ l、雉いに端を発している。それもヒ トラー

がIiもいた 1111; . のヒンデミッ トの背楽である

〈今IIのニュース〉で、 裸の久性の人浴する

楊1rITに彼が服を、'j_てて以米、作111渚 に頑なま

でにfl11湛 を他いており 、彼の収 り咎きたちが

それを・脳j竹長させたためである。また、す

ぐれたヴィオラ炎者だったヒンデミッ トがユ

ダヤ人のシモン ・ゴール ドペルクやエマスエ

ル ・フォイアマンと弦楽：A(炎I-tiを糾んでい

たことも I~係している。そのためフル トヴェ

ングラーが (11hj家マティス〉を初油し、しか

もそれがlt<II格的にも人きなl又神を呼んだこと

はナチスにと っては｛引成であり、 辿IIのよう

にヒンデミ ットを攻撃するキャンペーンを行

った。それに対し、 フル トヴェングラーはヒ

ンデミ ットの祇炎と作1111活動を擁設する「ヒ

ンデミ ット"Ff'i'」というエッ 七イを新聞に発

表 し、政治の芸術へのT渉を強く非難し、 1/¥J
もなく公職を辞任したのである。

その後、糸，•u.. ;、フル トヴェングラーはドイ
ツにとどま って活動を続け、ヒンデミッ トは

アメ リカに亡命したわけだが、先のエッセイ

の中でヒンデミッ トの音楽について「その節

索で名 1:気判の手堅い純粋さといい、率,u:で
芯のある）ji); といい、比較的稀にみられる感

梢の叶硲のi,'iらかさや謙/.展さといい、全くド

イツ的である」とi1l'き、さらに 「世界におけ

るドイツ('i楽の炉価のために、オ'iい世代の誰

ひとりとしてヒンデミッ トほどの直献をした

ものがないのは確かである」と続けている。

この文収からもうかがえるように、フルトヴ

ェングラーは彼と 同II・が代のドイツの作1111家の

中で、ヒンデミッ トを1立も邸 く評価していた。

それはテオドール ・アドルノも指摘している

ょうにヒンデミッ トの背楽をJ,{も特徴づけて

いる「ドイツ牛＼すの内1fiiヤt」への共感だった
のである。そして、そのようなフ ルトヴェン

グラーの姿勢は戦後も変わらず、ヒ ンデミッ

トの亡命後の作品である 〈ウェーパーの j:姐

による交9般的変容〉や 〈Ill:界の,¥11,J禾II〉も、 積
柘(Iりに紺湊したのである。
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なお、この 31111の油奏は、いずれもフル ト

ヴェングラ ーが戦後、演奏活動を 1りIJflしてIll]

もない、 1947年の 9JJと10))のペルリン ・フ

ィルハーモニーとのコンサー トのライヴ録音

である。〈 ドン ・ファン〉はフルトヴェング

ラーが1lc:1耗にわたって油奏した作品のひとつ

だけに数種の録音があるが、大戦中の作品で

ある 〈変容〉と 〈父神的亥容〉はともにlljls-

の録音であり、フル トヴェングラーが泊動を

繁11・.されていた時期にも作1111とともに新しい

作品の研究にも余念がなかったことをぷして

いる。

交響詩（ドン・ファン〉作品20

(R. シュトラウス）

]888年、 R.シュ トラウスが24歳のときに完

成した初期の代l<作。イi名なドン・ ファン伝
況による、ハンガリ ーの詩人ニコラウス ・レ

ーナウの戚l噂 に）占づく交押；；；¥で、ここでの

ドン ・ファンは快楽の追求者ではなく 、Fil想

の女性を求めながら辿It.!'をつづけ、 /1と後の決

悩1で傷つき ,.,ら死を選ぷ悲J!llJ(Iりな男性として

描かれている。1111はソナタ形式により、激し

い「快楽の嵐」をよす祁人 iミ俎ではじまり、

木符の i~災な「女性(Iりなもの」の旋律の後、

)J強いドン ・ファンの第 1i:::liiが弦によ って

提示される。この t.俎と女性(1りなヒ姐やさま
ざまな動機が登場し、 ）1とl!fl部ではホルンがド
ン・ファンの第 2の i:俎を提示して情熱(1りに



盛り lかるか、最後は彼の'Lへの倦怠と/,桔1111:

感を小すように ,'i'i•かに1111をとしる

変容（メタモルフォーゼン） 11(シコトラウス）

12:iの独1砂玄楽盛のための1"/f'i'I としヽ う /,¥I]

題をもつ〈＇変容〉は、人戦木期の 191!,イ,•.:; 月

から I)JにかItてイ'1'1111さjl,、 /4)j 1211に完成

された そのi'Iりり、《ダナL の恋］の初油か

リ J ヽーサルまてこぎつ It なから ,t•l1Ji さ it たと

き、 I.fl、UJ'Li,r,は終オ） ')た I.'::,iii-, たシ 、， 1ヽ

ラウスたか、 1:iりにな， Iてから彼か党した 1ヽ

イツ・オーストリアの都,1,や劇場などの文化

財か戦・r,により次々と破J災さ itたことを知
り、その悲しみと'):;オ）itた｝こへの追想と1'i¥'lt::

ヵ'1<」）↓さitてし、ん ，＇／｝・イオリン 10、ヴィオ
ラ 5、・f・.L LI :i、コントラ J スヽ 3としヽう編成

て、ヘー ト・-ヴ・：ンの父押1111祈,:ittrくりしjjj〉

弟 2'fie,・;-,:〈ク1分凶lr進1111)¥ / llilり） 1小i¥i)O)動機

を U'且にしたメタモルフィーゼ（佐容）てあ

り、 iJ¥I部アンダンテ、釘I2部アシタート、

弟：； i'il, ァンダンァて構成されてし、て、 i'.:, りの

Ji;(H, リは最後に低位により Ii"iたtl仝し、雑か

にil'lえるように1111をとしる

シ，．トラウスはこの1111をクし後に発｝、する）＇，

定てし、たか、 l¥H(;'II JJ2!,IIにJヽ ウル・サ J

Iヽ ー指揮のチ ・'-・ リヒ・コレギウム・ 1、シク

ムによ・）て切浙さ it、初油者たちに1献＇，＇さ iし

た

ウェーパーの主題による交響的変容

(leンデミット）

ヒンデミソトの竹炒、＇梨作，'u',!J• 、《 Jtltj'求マ f ' 
I 
！条

ィス｝ とともに最もポピ-,ラーなVi品て、ア

メリカし命中の 19•1:l"I に竹 1111 され、；わIii'- I月

2011にアルトゥール・ロシンスキー指揮の二 ＼ 

11 
ーヨーク・フィルハーモニックによ，Jて初 し

4 
浙された II神粕叫算料をIllしヽ、シャスや i; 

プルースの影評か以映してし、るか、 1 .)(})'店

1;•; はそれぞれウ，ーハー l})/j国を変谷して I ) 

:,＇り1こIllし、ており、ウ・,_-/ヽーの音梨I})牡色と ． 

ともにf'11ll1家の 1、イツ的な内1i1j・『lも小さllた

竹品てあん 弟 l釈,・;・,: Iアレグロ）はウ ，ー. I 

Jヽ--/}){ ,1「I})ためのヒアノ 1ll1f.ic)fl品(j()OJ , 
l 

:l"i ,1 1111を I:,,り1ことり、；lり2牙，:外'i: (トゥ ーラン

…
;
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ど）の i題 1よ劇Ji・，1 〗'：〈トゥーラント J 卜 ) I j・: 

JIIJi;、らふ材をと,,た＇代 i"I風のなゃ ： 1¥ :I沿,,.. ;-,: 

（アンダンナイーノ）は 1rのための《 Iiっ
の小，'11',〉fr,',,',I 00 > :1, i 1111による緩称釈，｀りて、
~'j ,1恥，，；¥ I j J jJl_illi I I よ~判¥I北，・;-.とHしfr,'11',GO ¥ 
の弟 71111をkHにしたフ fナーレてある

i浅里公三 1

I I,; じ、ヴ~，~ スリンク•'': フルトヴ，ングラ

ーの文心'i:はヴ， 9、リング怜 Iフルトヴ，ング鳳
ラー、足跡 小滅の1,:11,J I否川柏，J,、 ('jf 
咲之/i..H11J) から •J1111しよしたI ' 

』
取り扱い上のこ注意●ディスクは1,hJ1l1i とも｀指紋、 iりれ、キズ'.•)を付 I/ ないように収 IJ 扱，てください ●ディスクが
沿れたとさは、メガネふさOJような采らかし、布で1J,//;jから外），',Iに1r,1かって放射状に軒くふさJfl(ってください"レコード111
クリーナーや消剤等は使用しないでください●デイスクは1刺lhiとも、鉛筆、ポールペン、 ill!性ペン等で文字や絵
を書いたり、シール等を貼付しないでください"●ひぴ割れや変形、または接着剤等で補修したディスクは、危
すから絶対に使川しないでください。 保管上のご注意●iti射II光の‘りたる場所や、閥温＊多湿の場所には保
ないでください。●ディスクは使Ill後、もとのケースに人れて保竹してくださいむ●プラスチック~ ケースの上に重い
ものを附いたり｀俗としたりすると、ケースが破損し、ケガをすることがあります。
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